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地域地質研究報告

5 万分の 1 図幅

京都( 11)第 20 号

名 古 屋 北 部 地 域 の 地 質

坂本　亨＊・桑原　徹＊＊・糸魚川淳二＊＊＊

高田康秀†・脇田浩二＊＊・尾上　亨＊

（昭和 58 年稿）

＊地質部　＊＊名城大学　＊＊＊ 名古屋大学　†名古屋出張所

「名古屋北部」地域の地質に関する野外調査研究は，昭和 57 年度に実施した．本報告のとりまと

めに当たっては，中・古生界に関しては脇田が，地表の新生界については坂本が，地下地質・応用地

質については高田が，それぞれ分担・執筆した．桑原・糸魚川は，両者が本図幅作成のために行っ

た主として新生界分布地域の野外調査結果や，それ以前に行っていた調査研究資料を提供し，かつ，

とりまとめに関して助言した．また，尾上は，新生界の植物化石について，諸資料を検討した．

本研究に使用した岩石薄片の作成は，本所技術部大野正一・宮本昭正・安部正治技官によるもの

である．花粉分析は，パリノサーヴェイ㈱ に依頼した．

岩石薄片の検鏡に当たっては，本所地質部山田直利・一色直記技官の協力を頂いた．また，文献

・資料の収集に関しては，名古屋大学水谷伸治郎教授に便宜をはかって頂いた．以上の方々に厚く

感謝する．

Ⅰ．地　　形

「名古屋北部」図幅地域は，東経 136°45′-137°00′，北緯 35°10′-35°20′の間に位置している．この地域

内の東部約 1/3 には尾張丘陵の西部と濃尾平野東縁の台地群とが南北に連なり，西部の約 2/3 は低平・広

大な濃尾平野の一部となっている．
ほんぐうさん

本地域内の山地としては，地域北東隅に本宮山(海抜 292.8m)を主峰とする山塊がわずかに見られる

にすぎない．この山塊は東濃－三河地方に広がる小起伏山地の西端をなすものであるが，ここでは開析

が著しく進んでおり，平坦面を残していない．また，この山地は，チャートや砂岩を主とする中・古生

界の堆積岩類によって主に構成されており，一部には白亜紀の花崗岩類が小規模に貫入している．

丘陵地としては，尾張丘陵と総称されるものの西縁部が，庄内川・矢田川などに分断されながら，本

地域の東縁に断続している．この丘陵地は，鮮新世の矢田川累層とそれを不整合に覆う更新世の礫層群

によって構成されており，そのスカイラインは海抜 100m 前後の著しい定高性を示して連なっている．

また，丘陵地には，更新世の各礫層の形成に関連した多くの地形面が発達する．
いだか

名古屋市東部の丘陵地では，矢田川累層を切る丘陵背面は猪高面(松沢・嘉藤，1954)と呼ばれる．高
やごと

位礫層である八事層の作る“地形面”は，八事面(松沢・嘉藤，1954)と呼ばれ，東山丘陵付近に発達

し，海抜 100m 前後を最高点として南西へ 20/1000 くらいの勾配で傾く．八事層を侵食して形成された
かくおーざん

と考えられる覚王山面（町田ほか，1962）は，東山丘陵の西部に分布し，海抜高度は 50‐30m 程度で，
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12/1000 前後の傾斜を持って南西へ傾く（第 2 図）．この地形面の構成層は，まだ確認されていない．
おおぐさ

篠岡丘陵では，矢田川累層を切る海抜 100m 前後の丘陵背面は，大草面（春日井団研グループ，1971）

と呼ばれる．この地形面は，前述の猪高面と対応する．丘陵頂部を占める高位礫層に関連した地形面と
かみすえ

しては，丘陵西部に上末面があり，丘陵東 -南縁では高位段丘面Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが区分されている（春日井

団研グループ，1971）．これらの各地形面については，それぞれを構成する礫層が認められている．
あつた

濃尾平野東縁において，南北に断続する中位段丘面は，名古屋市街の主要部を載せる熱田台地を模式

として，熱田面（松沢・嘉藤，1954）と呼ばれる．その構成層は熱田層である．熱田台地は，その中央部

を南北に貫通する大曽根凹地によって東西に分断されているが，東西に 6- 4km，南北に 10km 以上

の広がりをもっている．台地面の海抜高度は，北東部で約 25m，南西部で 10m 弱であり，西南西方向へ

1.7/1000 程度の勾配で低下している．また，この台地の北縁では，沖積面との比高は約 10m である．熱
たらが

田面は，熱田台地のほか，庄内川と矢田川に挟まれた守山台地や篠岡丘陵南西の田楽台地に広がり，更
かがみ

に北方では木曽川北岸の各務ヶ原台地の地形面もこれに属する．熱田面の離水は，熱田層上部の砂質層

第 1図　濃尾平野の地形概念図　（桑原，1975a により簡略化）．K：小牧山，T：田楽台地，O：大曽根凹地
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中に含まれる御岳火山起源の軽石の年代からみ

て，地域によって若干の差は考えられるが，おお

よそ 5 万年前から 4 万年前の間と推定される（桑

原ほか，1982）．

熱田面より若い地形面としては，小牧台地・鳥

居松段丘の地形面―小牧面及び鳥居松面（多田・

井関，1955）―があり，いずれも河成礫層によっ

て構成されている．熱田台地を南北に貫通する凹

地として分布する大曽根面（松沢・嘉藤，1954）や，
かなれ いのこいしはら

矢田川と香流川とに挟まれた猪子石原の台地面

は，小牧面に対比される．これらの地形面はいず

れも最終氷期の後半に，木曽川・庄内川などの扇

状地ないし谷底平野として形成されたものであ

る．小牧面の形成は約 3 万年前と考えられる．

小牧台地は，地形的にみて，北半の部分は犬山

付近を扇頂とする木曽川の旧扇状地であり，南半

の部分は庄内川の扇状地として形成されたもので

ある．北半部での台地面の高度は，本図幅地域北縁で海抜約 45m，小牧市街南方で約 20mと，ほぼ 3/1000

の勾配で南へ傾く．南半の部分でも東から西へほぼ同様の勾配を示す．台地の外縁には，西縁でも南縁

でも，上流部では高さ数m の明瞭な崖線が連続するが，下流方向へ向かって次第に不明瞭となる．台地

の内側（山地・丘陵地側）では，大山川・八田川沿いの沖積地との境界は，全く不明瞭となっている．

大曽根面は，熱田台地を南北に貫通する風隙を作って分布しており，その幅は約 1.5m，延長は地表に

現れた部分だけで約 4km（地下の部分も含めると少なくとも 8km）に達する．熱田面より急勾配で，平

均 3/1000 くらいの南傾斜を示す．凹地の北端では大曽根面と現河床面との比高は約 10m であるが，南端

では大曽根面は名古屋市鶴舞付近で沖積面下に没する．熱田面との境界は，東西両側とも，北部ではあ

まり判然としないが，南部ほど次第に明瞭となり，高さ数 m の崖線が見られるようになる．

小牧台地の南 -南西側に接してその下位に発達する鳥居松段丘は，本図幅地域東縁部では海抜約 30m

の高度を示すが，西南西へ次第に低下し，西縁では海抜 10m 前後のところで沖積面下に没する．その平

均勾配は約 5/1000 である．段丘の南縁には上流側では高さ 5m 程度の段丘崖が続くが，下流側へ向かっ

て次第に不明瞭となる．

小規模な河岸段丘としては，篠岡丘付近の大山川沿い，八田川沿いなどに，沖積面との比高が 2- 3

m のものが認められるが，その構成層や形成年代については明確でない．

本図幅地域の西より約 2/3 を占める沖積平野は，濃尾平野中央部の東半に当たっている．ここでは上

流側(北側)から，犬山扇状地・一宮氾濫平野(自然堤防帯)・蟹江三角州(及び人工干拓平野)がきれいな

帯状をなして配列している（第 1 図）．

犬山扇状地は，木曽川の運んできた砂礫によって形成された，大規模で緩傾斜の扇状地である．扇頂

第 2図　名古屋付近の地形面区分　（桑原，1975cによる）
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を犬山付近におき，一宮市北東 -岩倉市北方を連ねた海抜 12.5m の線付近を扇端として，半径約 12km

に達する．扇状地面の平均勾配は 3/1000 くらいで，末端部では 1/1000 程度に緩くなる．扇状地上には，

木曽川の分流の跡が放射状に多数認められる．

犬山扇状地の下流側に接する一宮氾濫平野は，扇状地上で枝分かれした木曽川の分流の延長によって

形成された自然堤防と，それらの間に発達する後背湿地の存在を特徴としている．自然堤防は，新旧河

川の流路に沿って蛇行しながら，よく連続する．本地域内では，岩倉市街から南へ西春町に至る一

帯，一宮市東部から青木川・五条川に沿って新川町に至る一帯，一宮市街地から南南西へ日光川に沿う

一帯などで，自然堤防の発達は特に顕著である．自然堤防は，後背湿地に対して 0.5-3m の比高を示し

ている．自然堤防上では，一宮市馬見塚で縄文後期の遺跡が発見されており，青木川 -五条川沿いの一

帯でも縄文後期から弥生時代にかけての遺跡が多数発見されている．これらの微高地は，古くから安定

した生活空間として利用されていたものであろう．

本図幅地域西南部の蟹江三角州は，ほぼ名鉄津島線以南(海抜 1.5-2.5m の等高線以南)の地域を占め

る．大部分が奈良時代以降に陸化した低湿地である．自然堤防の発達は北方の氾濫平野に比べて小規模

で連続性に乏しく，後背湿地との比高が 0.5m 前後のものが多い．この三角州の南には，更に江戸時代

以降の干拓地が広がっている．この付近では海水準以下の土地が広大な面積（270km2 －濃尾平野の約

1/4 に当たる）を占めており，最低点は－ 2.4m になっている．

Ⅱ．地　質　概　説

「名古屋北部」図幅地域における地質・地史のまとめは第 1 表に示した．この地域は，古生代後期か

らジュラ紀にかけて，日本列島の全体を覆うような規模の地向斜の一角に位置していた．この地向斜の

うちでは美濃帯と呼ばれる範囲の南部に当たっている．本図幅地域内では，この地向斜の堆積物は，チ

ャートや砂岩・泥岩を主とする厚層であるが，北東部の本宮山山地や小牧山にわずかに露出するにすぎ

ない．しかし，周囲の地質状況から見て，濃尾平野の地下にかなり広く伏在していることは，十分に予

想される（第 3 図）．

この地向斜堆積物は，長い間，石灰岩から産する紡錘虫を示準として，二畳系を主とする上部古生界

と考えられてきた．しかし，1970 年代になって，コンドントや放散虫の研究の進展に伴い，その大部分

が三畳・ジュラ系に属することが急速に明らかにされてきた．本図幅地域の周辺でも，はじめ東隣の八
うぬま

曽山地域で二畳紀中期の紡錘虫が報告され(宇井，1969)，その後，北隣の鵜沼地域で，三畳紀中・後期

のコノドント（KOIKE et al., 1971; YAO et al., 1980），中生代型材化石(西田ほか，1974)，ジュラ紀前・

中期の放散虫(YAO et al., 1980; 水谷・小池，1982)が次々と報告された．更に，前述の八曽山地域では

ジュラ紀後期の放散虫が検出され（足立，1982），これらの地層が古生代後期からジュラ紀後期にまで及

ぶものであることが明確になってきた．本図幅地域内でも，今回の調査により，ジュラ紀型放散虫及び

それより古いと思われるコノドント・放散虫が見いだされた（第 13 図）．

美濃帯の中・古生界は，全域的に，東西方向の軸を持つ波長 10km オーダーの褶曲を形成している

（MIZUTANI, 1964; YOSHIDA，1972）．本図幅地域の中・古生界は，この褶曲構造の南縁に当たり，池野
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背斜(MIZUTANI，1964)と呼ばれる西へプランジした背斜の軸部に位置している(第 4 図)．これらの褶曲

構造は，白亜紀後期の花崗岩類の貫入より前に形成された．

白亜紀前期は，西南日本の中軸部を舞台とした領家変成作用の主要な時期である．この時期の広域変

成作用は，本図幅地域までは及んでいない．しかし，本地域のすぐ東に接する小牧市大山では，領家帯

の新期花崗岩である伊奈川花崗岩に類似した斑状の角閃石黒雲母花崗閃緑岩の小岩体が見られる．

本図幅地域内の貫入岩としては，本宮山山地とその周辺に，トーナル斑岩と黒雲母花崗岩の小規模な

岩体があるにすぎない．両者とも，褶曲した中・古生層に貫入し，それに接触変成を与えている．ま

第 1表　「名古屋北部」地域の地史のまとめ
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第 3図　美濃帯中・古生層の分布　（アミ目は中・古生層の分布）

第 4図　美濃帯中・古生層の構造
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た，トーナル斑岩も接触変成を受けている．黒雲母花崗岩は，苗木・上松花崗岩に属するものであり，

白亜紀後期の貫入と推定される．

約 1,600 万年前，中新世初期末から同中期の初めにかけて，現在の日本列島のほぼ全域に影響を及ぼ

すような大海進があった．本図幅地域は，第一瀬戸内海と呼ばれる当時の内海の東部に位置しており，

本地域の周辺には，この時期の海進の証拠となる温暖な浅海域で形成された中新統が，断片的ながらも
みずなみ

広範囲にわたって散在している．この中でも，本地域の北東，岐阜県東部の瑞浪層群は，ビカリア・デ

スモスチルスなど豊富な化石群の産出によって著名である．また，本図幅地域北東隅から北へ 3km ほ

ど離れた犬山市今井付近(入鹿池北方)でも，同時期の中新統の分布が知られている（第 5 図）．ただし，

本図幅地域内では，地表における中新統の分布は認められていない．一方，本図幅地域より西方の木曽

川沿いでは，深層ボーリングにより地下 1,000m 以上の深所に，中新統の存在が確かめられている．濃

尾平野－特にその南西部－では，中新統が砂岩泥岩互層を主として凝灰岩を伴う浅海成層として，地下深

所に広く伏在することが予想されている（高田ほか，1979）．

第 5図　「名古屋北部」地域とその周辺における中新統・鮮新統の分布
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第一瀬戸内海の時期の末期には，

瀬戸－東濃地域にわたって，急崖を

生ずるような地殻変動あり，品野

層（松沢ほか，1960）のような急崖下

の崖錐性堆積物と考えられる礫岩層

が形成された．品野層あるいはそれ

と類似した堆積物は，本図幅地域内

では見られない．

第一瀬戸内海が陸化して後，瀬戸

内東部地域では温暖で地殻変動の静

穏な時期が続き，地表の平坦化と風

化作用が進行した．この結果，瀬戸

－東濃地域では，後背地の小さな小

盆地群を中心として花崗岩の風化物

質が集積し，瀬戸陶土層（松沢ほか，

1960）が形成された．瀬戸陶土層あ

るいはその相当層も，本図幅地域内

には発達しない．

鮮新世(あるいは中新世末 1))のある時期から，伊勢湾－濃尾平野一帯の広範囲にわたって，一方では

隆起山地を形成し，他方では沈降盆地を生ずるような，大きな地形的対立をもたらす，地殻運動が始まっ

た．それに伴って，沈降盆地内には，遠方の隆起山地から供給された砂礫を主とする河成 -湖成層が厚

く堆積するようになった．沈降部は，最初，伊勢湾南部を中心として生じたが，その後次第に範囲を広

げながら北方へ移動して行き，最終的には北勢地域から濃尾平野にかけて著しい沈降と堆積をもたらし

て消滅した．本図幅地域では，鮮新世末までにこの沈降盆地は消滅している．

上記の沈降盆地は，西方の琵琶湖周辺や大阪・奈良付近の沈降盆地とともに，西南日本の中軸部に東

西方向に連なって生じた第二瀬戸内期の沈降盆地を形成している．これらの盆地はそれぞれの内で

は，沈降が南部から始まって北方へ伝播して行く過程が認められ，かつ，盆地相互の間では，東方のも

のほど沈降の開始と終結が早いという傾向が認められる．このような地殻運動の展開様式は，西南日本

の軸方向（東西方向）に生じた大きな沈降帯の中で，これと斜交する北東 -南西方向の軸を持った沈降運

動が東から西へ次第に波及していった，と考えると合理的に説明できる（桑原，1974b）．

伊勢湾－濃尾平野周辺の沈降盆地は，その生成から消滅までを通じて，ついに海水の浸入を受けるこ

となく，淡水湖盆として終始した．ここに存在した淡水湖は東海湖（竹原ほか，1961）と呼ばれ，湖盆の

堆積物は東海層群（石田・横山，1969）と総称されている．東海層群に属する各地の地層は，その中に挟

まれる火山灰層の追跡・対比により，次第に相互関係が明らかになってきている（森，1971a；牧野内，

第 6図　矢田川累層堆積期（鮮新世中 -後期）の古地理　（桑原，1975c

による）　1：古木曽川水野型水系　2：古木曽川土岐型水系

1 の水系は，南方からの上昇運動の波及によって，2 の水系にとっ

て代られた．

1)　知多半島南部の東海層群最下部に挟まれる火山灰のフィッション　トラック年代から，東海湖盆発生の時期を約 650万年前（中新

世末期）とする見解が出されている（牧野内ほか，1983）
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1975；横山ほか，1980 など）．

「名古屋北部」図幅地域東部を含めた尾張丘陵に広く発達する東海層群は，濃尾平野地下に伏在する

ものの東方延長に当たり 2)，矢田川累層(松沢・嘉藤，1954)と呼ばれる．この地層は，従来，瀬戸陶土

層とあわせて瀬戸層群（槇山，1950）と呼ばれたきたものである．

矢田川累層は，主に砂礫層と砂又は泥質層とのサイクリックな繰返しからなる陸成（河川及び湖沼

成）層で，火山灰や亜炭をしばしば挟んでいる．この地層は，東又は北東方から湖盆に流入した河川の

影響下に形成されたものであるが，流入河川は時代とともに北方へ移動し，かつ水系の組替えが生じて

いる（ADACHI and KUWAHARA，1980）．矢田川累層は，全般的に岩相の側方変化が著しいため，大局的

には上下関係にあるが一部づつ同時異相の関係にある水野砂礫相・尾張夾炭相・猪高相に区分されてき

た(松沢ほか，1960)．その後，森(1971b)は，火山灰鍵層を利用して，本累層を下位から水野部層・高針

部層・猪高部層と 3 分した．本図幅地域内では，このうち高針部層・猪高部層に相当する層準のみが発

達する．

東海湖盆域は，第四紀前半をもって，広域的な沈降盆地としての性格を失った．第四紀の中頃になる

と，この地域は活発化した断層地塊運動によって分断され，新たな沈降域と隆起域とに分化していっ

た．かっての湖盆域を両断する北西 -南

東方向の養老－伊勢湾断層は蝶番断層的

な運動を示しており，これと斜交する北

東 -南西方向の断層とともに，旧湖盆域

を東・西・南・北の 4 地塊に分割してい

る（第 7 図）．このうち，東と西の地塊が

隆起域であり，北と南の地塊は濃尾平野

と伊勢湾で代表される沈降域となってい

る（桑原，1977）．本図幅地域を含む濃尾

平野の地塊は，西に傾きながら沈降する

傾動運動を特徴としており，傾動のヒン

ジラインは，時代ととに多少西方へ移

動しているが，ほぼ名古屋市の中心部を

通り北北西‐南南東に走っている．

濃尾傾動盆地内で東海層群を不整合に

覆う最も古い地層は，東山丘陵の唐山層

・八事層，篠岡丘陵の上末層である．こ

れらの地層は，主として河床礫層からな

り，各丘陵の頂部を占めて発達している

ことが特徴である．東海層群を切る侵食

第7図　東海湖盆域の現在までの沈降量と第四紀に活動した断

層　（桑原，1975a に一部加筆，簡略化）

●：深層ボーリング，数字は東海層群基底の深さ(m)
A － B：養老－伊勢湾断層

2)　濃尾平野地下の東海層群は，尾張丘陵に分布するものより，より上位の層準まで含んでいる．
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平坦面上に形成されたものであろう．その時代は，更新世中期 3)と考えられる．これらの地層に対応す
やとみ

る層準は，濃尾平野の地下ではまだ明確に把握されていない．しかし，弥富累層（畠山ほか，1979; 桑

原，1980）の下部に，これに対応する層準があるものと考えられる．

その後，尾張丘陵地域では，矢田川累層を切る侵食平坦面の開析が進むにつれて，篠岡丘陵東部に 3

段の高位段丘とそれらを構成する礫層（潮見坂礫層・桃花園礫層及び桃山礫層，いずれも新称）が，東山

丘陵西部に侵食性の平坦面として覚王山面が形成された．この高位段丘の時期の堆積物は，濃尾平野地
あ    ま

下では海部累層(桑原，1975c)として知られている．海部累層には少なくとも 3 層準に汽水成 -海成の

粘土層が挟まれており 4)，そのうち下位の 2 層準では気候の温暖化が指摘されている(吉野ほか，1980；

森，1980a）．

第四紀後期に入って，最終間氷期に先行する氷期の海面低下期には，濃尾平野地域は陸化し，海部累

層を切る河谷が形成された．この河谷に関連した埋没谷底礫層や埋没段丘礫層は，地下では一括して第

二礫層と呼ばれている(杉崎・柴田，1961a; 桑原，1975c)．これと同様に，海部累層と弥富累層との間

に発達する礫層――下位層をかなり切っており，大きな海退期の存在を示唆している――は，第三礫層

と呼ばれている（濃尾平野第四系研究グループ，1977）．

最終間氷期の海進が始まると，上記の第二礫層を覆って厚い海成粘土層が形成されるようになった．

この時期の堆積物が熱田層下部であり，最下部では時として(基底の深い所で)淡水 -汽水成の砂層が発

達することがある．熱田層下部は濃尾傾動地塊の西部，つまり濃尾平野西部に厚く堆積しており 5)，そ

の層厚は全体で 60m 以上，粘土部分だけでも 40m を越える．平野の北 -東方へ次第に薄くなり，本図幅

地域西部では 30m 程度で，同東部では尖滅する．熱田層下部を堆積させた海進は熱田海進 6)と呼ばれ，

当時の海域は濃尾平野の奥深く，現在の大垣市の北方まで達していた．熱田海進の進行とクライマック

ス，そして海退に至る過程は，有孔虫・珪藻・花粉群の変化から詳細に復元されている(森，1980a，b;

第 8図　濃尾平野の東西断面　（桑原，1975aによる）

3)　唐山層の項(p.29)参照

4)　弥富累層でも少なくとも 1 回の海進・海退のサイクルが認められている（森・吉野，1979）．

5)　熱田層より下位の海部累層・弥富累層でも，同様な傾向が認められる．

6)　熱田層上部の年代から推定して，この海進は約14万-10万年前の最終間氷期の海進(南関東の下末吉海進)に相当するものと考え

られる．
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濃尾平野第四系研究グループ，1977）．

熱田層下部の堆積後，最終氷期の前半期には，小規模な海面変動と対応しながら，礫層・粘土層を挟

む砂層が堆積していった．濃尾平野西縁では，上部層の基底に砂礫層が発達したり，また，一部では下

部層を削うしたりしており，下部層堆積後に海面が一時的に低下した状況を示している（桑原，1975a）．

熱田層上部には，名古屋市域の熱田台地南部で，3 層準に粘土層が挟まれている．この粘土層には，

海成のものや，河口付近の汽水域，河川下流域の泥炭湿地などに堆積した粘土が含まれている．粘土層

を挟む砂層が主として河道 - 淡水湛水域に堆積したと考えられる 7)ことと相まって，熱田層上部の堆積

期には少なくとも 3 回の相対的海面上昇があったことを示唆している．

熱田層上部では，その基底付近に御岳火山に由来する Pm-1 軽石層が挟まれており（KOBAYASHI et al.,

1968），その上部には同じく御岳火山に由来するPm-3グループの軽石が含まれている（SAKAI，1981）．こ

れらの軽石層の年代測定結果からみると，熱田層上部は，7- 9 万年前から 4 万年前頃にかけて，すな

わち，最終氷期の前半の時期に堆積したことになる．

最終氷期の後半には，最低海面期（約 1.8万年前）に向けて，海水準は次第に低下していった．この低下

の途中における海面の相対的上昇期あるいは停滞期に形成されたのが小牧礫層・鳥居松礫層(桑原，

1969)8)であり，いずれも扇状地性の段丘面を残している．小牧面は，これを覆う木曽川泥流の 14C 年代

（約 2.7 万年前，QUATERNARY RESEARCH GROUP OF THE KISO VALLEY and KIGOSHI, 1964）から，約 3 万

年前の形成と考えられる．鳥居松面の形成年代については，正確なことは不明であるが，最低海面期の

直前と思われる．

最低海面期には，濃尾平野西部では，現海面下 70m もの深さに達する河谷が形成された．この河谷底

に堆積した河床礫層が，第一礫層（井関，1956）である．この第一礫層につながる礫質堆積物は，各水系

の現在の扇状地地域で始めて地表付近に現れるにすぎない．濃尾平野の地下で，一般に“第一礫層”と

呼ばれているものは，小牧礫層や鳥居松礫層が埋没段丘をなしている部分も含めており，広義の第一礫

層ということになる．

更新世の最末期には，上記の河谷を埋めて，河口－淡水滞水域成のシルト・砂互層からなる濃尾層

（古川ほか，1971）が堆積した．これは沖積海進(縄文海進)に先行する海面の相対的上昇期の産物であり，

その年代として，1.8 万 -1.3 万年前という値が得られている(古川，1972; 井関ほか，1982)．沖積海進に

伴って形成され，現在の濃尾平野を直接につくっている完新統は，南陽層と呼ばれる( 松沢・嘉藤，

1954)．この地層は，濃尾層の侵食面上に堆積を始め，埋没谷中には厚さ 30m 前後の軟弱な内湾成粘土を

残した．この地層はまた，埋没段丘や埋没波食台も覆って広がっており，埋没波食面は－ 5m 付近と－

10m 付近とに認められる．南陽層の上部は，三角州の前置層として堆積した砂層を主体としており，最

上部には後背湿地性の有機質に富んだ泥層や，自然堤防の砂質堆積物が見られる．

7)　熱田台地南部では，一部で海浜成細砂も見られる．

8)　小牧礫層・鳥居松礫層という地層名は，「名古屋地盤図」（日本建築学会東海支部ほか　編著，1969）の中－第 1編，第 1章，3-

(4)－で命名された．
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Ⅲ．中・古　生　界

Ⅲ．1　堆 積 岩 類

本図幅地域の中・古生層は，主にチャート・砂岩・泥岩からなり，珪質頁岩を伴う．これらの大半は

本図幅地域北東端の本宮山山地に，一部は小牧山に露出している．いずれも，花崗岩による接触変成作

用を受けている．

本宮山山地の中・古生層は，東西に軸を持つ背斜(池野背斜；MIZUTANI，1964)を形成している．背斜

北翼では一般に東北東 -西南西の走向で北へ 50°-85°の傾斜，軸部では北北東 -南南西の走向で西へ約 50°

の傾斜で，背斜南翼では西北西 -東南東の走向で南へ 50°-90°の傾斜である．地層の上下判定は，犬山市
おおがた

大県神社周辺の 2 箇所で可能であり，砂岩層の級化層理によっていずれも北上位が示された．

小牧山には，南北から北北東 -南南西の走向で西へ 30°-55°傾斜するチャートが分布しているが，本宮

山山地の地層との関係は不明である．

第2表　濃尾平野と尾張丘陵の第四系の対比
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ⅢⅢⅢⅢⅢ．1．1　層　序

ⅢⅢⅢⅢⅢ．1．1．1　本宮山山地

本宮山山地では，下位から順にチャート層(Pc)，砂岩泥岩層(Js)，泥岩チャート層(Jm，Jc)が識別さ

れる．砂岩泥岩層(Js)と泥岩チャート層(Jm，Jc)は，本宮神社の鳥居のすぐ南で幅 7-20cm の破砕帯で

接しているが，両者の境がすべて断層であるかどうか不明なため，本報告では両者は整合に接するとし

た．チャート層(Pc)と砂岩泥岩層(Js)との関係も露頭で確認できなかったが整合とみなした．

チャート層(Pc)は，最も広い分布を持ち，池野背斜の軸部に当たる犬山市内久保東方から犬山市池

野，小牧市上島にかけての地域に分布している．本層は，厚さ 1-5cm の固い珪質部と厚さ 1 cm 以下

でう離性のある柔かい泥質部からなる層状チャート（第 9 図）のみからなり，400-500m の層厚を有す

る．層状チャートは珪質部・泥質部ともに褐灰色・緑灰色・乳白色を呈する．

砂岩泥岩層(Js)は，上記のチャート層(Pc)の南側と北側に分布している．南側は，犬山市内久保，小

牧市砥洞・北山などに，北側は犬山市大県神社及び泉浄院付近に分布している．泥岩優勢な砂岩泥岩互

層，砂岩優勢な砂岩泥岩互層及び塊状砂岩からなる．泥岩優勢な砂岩泥岩互層は，大県神社内に好露出

がある．暗灰色泥岩中に厚さ 1-3mm の灰色の砂質ラミナが見られ，ときおり厚さ 10-20cm の砂岩層

が挟まれている．砂岩優勢な砂岩泥岩互層は，大県神社東方に典型的に見られ，厚さ 30cm-3m の砂岩

層と厚さ 20-25cmの泥岩層が互層する(第 10 図)．砂岩泥岩互層中の砂岩には級化層理が発達するものが

ある．塊状砂岩は，細粒 -中粒で，灰色-暗灰色を呈し，比較的変成度の高い所では紫色-茶色がかってい

る．砂岩泥岩層(Js)の最下部(Loc．1)にはジュラ紀型放散虫を産する褐灰色の珪質頁岩を挟む．

泥岩チャート層(Jm，Jc)は，池野背斜の北翼では，犬山市楽田及び本宮山周辺地域，南翼では小牧市久

保周辺に分布している．泥岩基質(Jm)と異地性岩体(Jc)からなる．この地層は，入鹿池周辺まで追跡で

第9図　チャート層(Pc)中の代表的な層状チャート　（犬山市楽田東方）　ハンマーの長さは32.5cm
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き，1,000m 以上の層厚がある．

泥岩基質( Jm)は，う離性のある暗灰色の泥岩中に厚さ 2-3 mm から 20-30cm の砂岩礫を多数含み

（第 11 図），ときおり径 3-6cm のチャートの亜角礫を含む（第 12 図）．まれに，厚さ 50cm-2m のチャー

トや塊状砂岩を挟む．犬山市楽田の Loc．2 では，ジュラ紀型放散虫を含む厚さ 1m の暗緑灰色珪質頁

岩を挟んでいる．

第 10図　砂岩泥岩層(Js)中にみられる砂岩優勢な砂岩泥岩互層　（犬山市，大県神社東方）　ハンマーの長さは 32.5cm

第 11図　泥岩チャート層の泥岩基質(Jm)中にみられる含砂岩礫泥岩　（犬山市，入鹿池東岸）ハンマーの長さは 32.5cm
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本報告でいう異地性岩体とは，走向方向への連続が概して悪く，より新しい時代の砕屑岩類中に孤立

して存在する岩体で，露頭でオリストリスと認定できない規模のものである．

異地性岩体(Jc)は層状チャートからなり，厚さ 10-400m，長径 50-1,500m の細長いレンズ状岩体であ

る．異地性岩体を構成する層状チャートは，厚さ 1.5-10cm の固い珪質部と厚さ 1 cm 以下でう離性の

ある泥質部の互層からなり，珪質部と泥質部はともに緑灰色・褐灰色・赤褐色・灰色・白色を呈する．

この層状チャートからなるレンズ状岩体が異地性岩体であることは，周囲の泥岩基質にジュラ紀型放散

虫を産し，Loc．3 の層状チャートからなる岩体に三畳紀以前のコノドント(第 13 図の 3)を産すること

や，これらの岩体の側方への連続が概して良くないことから推定される．美濃帯の他の地域でも同様の

産状チャート岩体は異地性岩体とみなされている（脇田・岡村，1982; 脇田，1983）．

ⅢⅢⅢⅢⅢ．1．1．2　小牧山

小牧山には，チャート層(Pk)が分布している．チャート層(Pk)は，大部分チャートからなるが，わず

かに砂岩(厚さ 5cm)と泥岩(厚さ 20cm)を挟んでいる．チャートは，厚さ 1.5-30cm の固い珪質部と厚

さ 1cm 以下でう離性のある柔かい泥質部からなり，珪質部・泥質部ともに暗褐灰色や白色・灰色を呈

する．層厚は 250m 以上ある．

第 12図　泥岩チャート層の泥岩基質(Jm)　中にみられる含砂岩・チャート礫泥岩　（犬山市楽田）ハンマーの長さは

32.5cm
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ⅢⅢⅢⅢⅢ．1．2　産出化石と地質時代

地質図中に示した次の 4 箇所の珪質部について，ふっ化水素酸処理により放散虫及びコノドントを抽

出した．すなわち，砂岩泥岩層(Js)中の Loc．1(珪質頁岩)，泥岩チャート層の泥岩基質(Jm)中の Loc．

2(珪質頁岩)，泥岩チャート層の異地性岩体(Jc)中の Loc．3(チャート)，チャート層(Pc)中の Loc．4

(チャート)である．ただし，いずれの珪質岩も再結晶しているため化石の保存が悪く，属種の同定は困

難である．しかし近年日本各地で報告されている二畳紀 - ジュラ紀の放散虫には，時代によって異なる

特徴的な形をしたものが数多く存在する．そこで，放散虫については外形から大まかな時代推定を行っ

た．

Loc．1 及び 2 の珪質頁岩に産出する放散虫には，円錘形多節の Nassellaria が数多く含まれる．また

くびれのない円錘形の殻を持ち平行に並ぶ縦稜が発達するArchaeodycytyomitra属と思われるもの(第 13図

の 1)や比較的大きな腹部室を持つEucyrtidium(？)属らしいもの(第 13 図の 2)を含むことから，これら

の珪質頁岩をジュラ紀のものと認定した．

Loc．3 のチャートは，異地性岩体(Jc)の一部で，保存は良くないがコノドント(第 13 図の 3)を産する

ことから三畳紀以前の岩石と推定した．

池野背斜の軸に近いLoc．4 のチャート層(Pc)からは，2 個体の保存の良くない放散虫を得た(第 13 図

の 4)．これらは，Loc．1 及び 2 のジュラ紀型放散虫とは異なっている．

第13図　本宮山周辺の中・古生層産出化石　（スケールは0.1mm）

1  Archaeodictyomitra sp.  (?)  GSJ  F7753-81  (Loc.  1)　　2  Eucyrtidium  (?)  GSJ  F7754-44  (Loc.  2)

3  Conodont  GSJ  F7755-31  (Loc.  3)     4  Unnamed Radiolaria  GSJ  F7755-23  (Loc.  4)
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以上の産出化石のほかに，美濃帯のチャートはその多くが二畳 -三畳系(一部最下部ジュラ系)である

ことから，この地域のチャート層(Pc，Pk)も同時代のものとみなした．一方，チャート層(Pc)より上位

の砂岩泥岩層(Js)や泥岩チャート層(Jm，(Jc は異地性岩体))は，挟有する珪質頁岩にジュラ紀と思われ

る放散虫を産することから，ジュラ紀に形成されたものであろう．

Ⅲ．2　貫 入 岩 類

本図幅地域東北端の本宮山山地及び岩崎山には，花崗岩やトーナル斑岩の小露出がある．花崗岩は，

小牧市久保及び岩崎山，犬山市楽田及びその東方の 4箇所，トーナル斑岩は犬山市楽田に 1箇所見られ

る．

ⅢⅢⅢⅢⅢ．2．1　トーナル斑岩

トーナル斑岩は，褐灰色を呈し，斜長石・石英・黒雲母・カリ長石などで構成され，褐れん石やジル

コンも見られる．接触変成作用を受けており，黒雲母は再結晶し二次的にできた黒雲母によって縁どら

れている．斜長石は変質し絹雲母などに変わっており，風化面では褐灰色の基質に白い斜長石と黒い雲

母が斑状に目立つ．基質は細粒でグラノブラスチックな石英や斜長石・黒雲母からなる．ジュラ紀層に

貫入し，後期白亜紀の花崗岩により接触変成作用を受けているので，白亜紀の岩脈と考えられる．

ⅢⅢⅢⅢⅢ．2．2　花崗岩

花崗岩は，乳白色から白色の黒雲母花崗岩で，各鉱物の大きさは普通径 1-3 mm の中粒で，まれに

8-10 mm に達することがある．石英とカリ長石がほぼ等量で，続いて斜長石・黒雲母の順に少なく，

ジルコンをわずかに含む．黒雲母は板状をなし，淡黄色から茶褐色を呈する．この花崗岩は，地理的分

布からみて，恐らく後期白亜紀の苗木・上松花崗岩に続くものと考えられる．

小牧市久保では，花崗岩とジュラ紀の泥岩チャート層(Jm，Jc)との接触部が観察できる(第 14図)．両

者の境は直線的で，花崗岩の側のみ幅 40-60cm の間破砕されている．しかし，泥岩チャート層(Jm)側

の泥岩・砂岩中に幅 5-10cm の花崗岩質の小岩脈が貫いており，その接触部の泥岩や砂岩が比較的強い

接触変成作用を受け，黒雲母の変成鉱物が生じていることから，この破砕帯の両側の変位量は大きくな

かったと推定できる．このほか，Loc．4 に近い犬山市楽田東方の花崗岩は，チャート層(Pc)と直線的な

境で接しているが，チャート中には幅 20cm の花崗岩質岩脈が 3 本見られる．

本図幅地域外ではあるが，本宮山山地周辺には本図幅地域内のものとは異なる 2 種の花崗岩が存在す

る．

本図幅地域のすぐ東に隣接する小牧市大山西部(「瀬戸」図幅地域)には，長さ 1.2cm で自形もしくは

半自形の斜長石が斑状に点在する特徴的な角閃石黒雲母花崗閃緑石が分布する．主成分鉱物は多い順に

斜長石・石英・カリ長石であり少量の黒雲母・角閃石もある．副成分鉱物としては褐れん石・ジルコン

を含む．この岩石は，伊奈川花崗岩で，本図幅地域の苗木・上松花崗岩とははっきり区別できる．
あづく

本図幅地域の北に隣接する犬山市安楽寺(「岐阜」図幅地域)には，流理構造を持ちマイロナイト化し
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た角閃石黒雲母花崗閃緑岩がある．角閃石は，核の部分が褐色で周縁が緑色である．褐れん石・ジルコ

ン・不透明鉱物を含み，緑泥石ができている．本図幅地域の花崗岩との関係は不明である．

Ⅲ．3　接触変成作用

本図幅地域の中・古生層は，花崗岩類の貫入によって接触変成作用を受けている．多くの場合，泥岩

や珪質頁岩，砂岩の基質などに細粒の黒雲母ができ，チャートは再結晶して石英が粗粒になりザラザラ

した見掛けを呈する．

小牧市久保の花崗岩と接する泥岩チャート層(Jm，Jc)や犬山市内久保の砂岩泥岩層(Js)は，特に変成

度が高く，泥岩中に菫青石が多くできている．菫青石は，紫黒色の泥岩中に径約 1mm の黒い斑点とし

て見える．風化面では泥岩は紫灰色に，菫青石は褐色になる．

菫青石を含む泥岩は，本図幅地域のすぐ東隣の犬山市池野から小牧市大山へ抜ける道路の峠付近(「瀬

戸」図幅地域）にも露出している．このすぐ北側の砕石場のチャートの泥質薄層部に黒雲母とざくろ石

ができている．

本宮山山地北西隅の泥岩チャート層(Jm，Jc)は，接触変成作用で生じた黒雲母の量や石英の再結晶の

程度から判断して，本図幅地域内の中・古生層では比較的変成度が低いと思われる．

以上のほか，先に述べたように犬山市楽田のトーナル斑岩も接触変成作用によって黒雲母が再結晶し

ている．

第14図　花崗岩(G)と泥岩チャート層の泥岩基質(Jm)との接触部　（小牧市久保）　右側の白っぽい部分が花崗岩，

左側の黒っぽい部分が泥岩を主とするジュラ系　ハンマーの長さは 32.5cm
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Ⅳ．鮮新統（矢田川累層）

「名古屋北部」図幅地域東部の尾張丘陵地域に発達する陸成鮮新統は，矢田川累層（松沢・嘉藤，

1954)と呼ばれる．従来，瀬戸陶土層とあわせて，瀬戸層群(槇山，1950)と呼ばれてきたものである．矢

田川累層は，濃尾平野地下に伏在する東海層群の東方延長に当たるが，地下のものに比べると，最上部

の層準が欠如している．東海層群全体との比較では，最下部の層準も欠けている．また，本図幅地域内

の矢田川累層は，瀬戸－名古屋地域の矢田川累層の中・上部のみを示している．

本図幅地域の矢田川累層に関する研究報告は，松沢・嘉藤(1954)を最初とするが，その後の研究は，

名古屋東部について森(1971b)，小牧東方の篠岡丘陵について小牧団研グループ(1971)と意外に少ない．

この他，火山灰鍵層については森(1971a)，花粉化石については吉野(1971)の研究がある．

「名古屋北部」図幅地域内で，矢田川累層が最もまとまって分布しているのは，小牧東方の篠岡丘陵

である．この丘陵では，本図幅地域内では基底は見られないが，下位から岩相的に，砂礫層・泥質層・

礫層と 3 分される．この 3 分は，松沢ほか(1960)が瀬戸－名古屋地域の矢田川累層を岩相的に 3 分した

水野砂礫相・尾張夾炭相・猪高相(一部は同時異相だが，大局的には下位から上位へ)にそれぞれ相当す

るものであろう．また，森(1971b)は，名古屋東部の矢田川累層を，火山灰鍵層を主な基準として層序的

に 3 分し，下位から水野部層・高針部層・猪高部層とした．火山灰鍵層の連続性からみると，水野部層

は篠岡丘陵の下部砂礫層に，高針部層は中部泥質層と上部礫層の下半部に，猪高部層は上部礫層の上半

部以上に，ほぼ対応するものであろう(第 16 図)．矢田川累層内部では，岩相の地域的な変化が激しく，

また，火山灰層の連続性が悪く，統一的な層序区分を設定することは困難である．

一方，篠岡丘陵の北側，大山川を隔てた本宮山山地の南麓には，亜炭層を挟む厚い泥質岩層が，基盤

の中・古生層に急角度でアバットしながら東西に細長く分布し，更にその上位に泥質岩層と基盤岩とを

一様な不整合で切って，礫層が重なっているのが見られる．上位の礫層は岩相的に見て，篠岡丘陵の上

部礫層の下部に相当する．下位の泥質岩層は，かって稼行された亜炭層の連続性などから見て，篠岡丘

陵の中部泥質層と下部砂礫層の層準に対応するものと考えられる．この場合，篠岡丘陵の下部砂礫層

は，北方へ急速に岩相が変わり，粗粒岩相は尖滅して，泥質岩相で置き換えられることになる．本宮山

山地の中でも，入鹿池南岸を始めとして，矢田川累層の分布が点々と認められる．

庄内川以南の名古屋市東部地域では，本図幅地域内に見られる鮮新統はすべて矢田川累層の上部(森，

1971b の猪高部層)に属する．矢田川累層は，竜泉寺丘陵・守山台地や矢田川以南の東山丘陵などに広く

発達し，その下部にはシルト層を主とし砂礫層を挟む互層が，上部にはシルト層と(含細礫)粗粒砂層と

の大まかな互層が見られる．しかし，この地域では，第四系の礫層が覆っていたり，市街化が進行して

いたりするため，矢田川累層の層序・構造の詳細を把握することは困難である．この地域の矢田川累層

の層序・構造の大要を，図幅地域から多少南へはずれるが，第 15 図の断面に示した．
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第 15図　東山丘陵の矢田川累層の断面図　（桑原，1971による）　g；礫層　s；砂層　m；泥層（粘土・シルト層）　m・s；泥・砂互層　m(s)；砂層を挟む

泥層　p；軽石の多い火山灰層（東郷火山灰層）　L；亜炭層
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Ⅳ．1　篠 岡 丘 陵

ここでの矢田川累層は，礫 -砂礫層を主として砂層や泥質層を挟み，またときに火山灰や亜炭を伴う

地層で，層厚は 200m 前後である．ここでは中部にやや顕著な泥質層が発達しているため，地質図では

それを基準として，下部層－砂礫層を主とし砂・シルト層を挟む互層，中部層－亜炭を挟在するシルト

層，上部層－礫・砂礫を主とし砂・シルト層を挟む，に 3 分した(第 16 図)．下部層の最上部と上部層の

基底部及び中部には火山灰層が挟まれる 9)．

下部(砂礫)層：厚さは 70m 以上である．本図幅地域を東へはずれた本層下部では，5-数 cm 大の亜

円礫（砂岩・チャートの礫を主とする）が密集した 5-10m 厚の礫層と 3-5m 厚の砂・シルト層の繰り

返しからなるが，それより上位の本図幅地域東縁部では，礫はあまり密集せず，方向性を示して配列す

る砂礫層を主とするようになる．礫としては，5-数 cm 大のチャート亜円礫を主とするが，砂岩・頁岩

の礫もかなり含まれる．砂礫層は，砂・シルト層と大まかに互層している．本層の最上部では，クロス

ラミナの著しい砂礫層が主体となり，礫は 1-2cm 大のチャートや石英を主とする．この砂礫層中に

は，白色の薄い火山灰や軽石の細片が細かいラミナを作って入っていることが多い．上野火山灰層はこ

の砂礫層の中に挟まれる．

中部(泥質)層：厚さは約 30m である．灰色ないし茶褐色を呈する塊状シルトや植物破片の多い暗灰

第16図　篠岡丘陵とその北方の矢田川累層の模式岩相図

おーらいけ うえの

9)　小牧団研グループ(1971)は，下部層の上限近くで大良池火山灰層と上野火山灰層とを記載している．このうち本図幅地域内では，

上位の上野火山灰層のみが見られる．
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色塊状シルトを主とする．一部で

は，数 1 0 c m 程度の厚さの亜炭層

を挟んでいる．

上部(礫)層：篠岡丘陵の矢田川

累層の大部分を占めており，層厚

は 60- 80m 程度で，下位の中部層

とは整合である．礫層の発達状況

から見て，更に上・中・下部に細

分することができる．下部は，チ

ャートの数 -10cm 大の亜円礫を主

とし，砂岩・頁岩・濃飛流紋岩類

などの礫を混じえた礫層であり，

この中には同時浸食によるシル

ト礫も多い．礫はかなり密集して

いるが，大小の礫の配列などに

より，不明瞭ながら層理が認めら

れる．下限近くには，灰白色細粒

の火山灰層(最厚で約 5m)が認め

られるが，その連続ははっきりし

ない．

中部は，普通 2 - 3 c m 大，最大

で 5cm 大のチャート礫を主とし，

砂岩・頁岩などの“くさり礫”を

伴う砂礫層を主とする．ここでは，

礫は密集せず，時に大規模な斜交

層理が発達する．丘陵の北西部や

南東部では，この層準にかなり厚

いシルト層や砂層を伴う．また，

砂礫層の上限付近では砂層とシル

ト層(南部では欠如)があり，その

上位に篠岡火山灰層が重なる．

上部は篠岡火山灰層より上位の

部分で，普通 2- 3 c m 大，最大で

も 5 c m 大のチャート亜円礫を主

とし，砂岩・頁岩の“くさり礫”

を伴う礫層よりなる．礫はかなり

第
17
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密集しているが，礫の配列から不明瞭ながら層理が認められる．礫層の上位－篠岡丘陵の矢田川累層の

最上部－には，上末礫層との不整合の直下に，5m 前後の厚さの粗粒砂層と厚さ約 2m のシルト層が発

達する．この部分は，全般的に著しい赤色風化を受けている．

篠岡丘陵の矢田川累層は，緩い波曲を伴っているが，全体としては数度以下の緩傾斜で，南西へ傾い

ている．

本丘陵の矢田川累層からは，保存不良の植物破片を除いて大型化石は産出していない．花粉化石につ

いては，本地域を多少東へはずれた大山南方などの炭質シルト－本図幅での下部(砂礫)層中に挟まれる

－の 4 試料の分析結果によると，いずれの試料でも，Fagus，Quercus が高率に出現し，Alnus，Taxodi-

aceae がこれに次ぎ，Salix，Acer，Ilex，Carpinus なども見られ，Abies，Picea，Pinus などもわずかに産

する．そして，これらはCarya，Nyssa，Liquidambarの 3 者が共存する層準を示すといわれる（小牧団研

グループ，1971）．これより更に東南，春日井市上野の亜炭層－本図幅での中部泥層に相当－からは，三

木（1948）により，Glyptostrobus，Metasequoia，Liquidambarなど 5科 9属 10種の大型植物遺体が報告され

ている．

上野火山灰層（小牧団研グループ，1971）：本図幅地域東縁で，下部(砂礫)層の上部に挟まれる厚さ 2

m 前後の白色細粒珪長質火山灰層である．重鉱物としては少量の黒雲母を含む．火山灰層の下部の約

0.5m には平行ラミナが発達し，上部の 1.5m は主として塊状である．ときに上位の砂礫層に切られ欠如

する．この火山灰層は，名古屋東部地域の東郷火山灰層に続き，更に南方の知多半島まで連続すること

が知られている（小牧団研グループ，1971; 森，1971b）．

篠岡火山灰層（小牧団研グループ，1971）：篠岡丘陵南西部で，上部(礫)層の中部に挟まれる厚さ 2-3

m(最厚で 6m)の白色で軽石片を多く含む珪長質火山灰層である．火山灰層が厚く発達する部分では，

下半部の約 2.5m は，細粒の火山ガラスと 1cm 大の軽石片（黒雲母を含む）よりなり，細かい平行ラミ

第18図　篠岡火山灰層の代表的な露頭　（小牧市桃花台西部）
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ナや軽石片の集中したレンズなどが見られる．上半部の約 3.5m は，火山ガラスを主とし塊状である．

この火山灰層の基底はところによって下位の砂層を切っている．また，上位の礫層に切られているとこ

ろもある．本火山灰層は，名古屋東部地域の長久手 1 火山灰層に連続するものとみられている（森，

1971b）．

Ⅳ．2　大 山 川 北 岸

本宮山山地の南麓で東西に細長く分布する矢田川累層は，幅500mほどの大山川の沖積低地で隔てら

れているだけなのに，篠岡丘陵の矢田川累層とは岩相がかなり異なっている．大山川北岸の矢田川累層

の特徴は，泥質層からなる下部と礫層からなる上部とに判然と分かれること，泥質層が急斜した不整合

面をもって基盤にアバットすること，上部の礫層が基盤も下部の泥質層も一様に切った不整合をもって

重なっていること，である（第 16 図）．

下部(泥質)層：厚さは地下の部分も含めて 80m以上である．灰色を呈する塊状・無層理のやや固結した

シルトを主とする．基底部にはしばしば亜炭層(最厚で 3- 5m)を挟み，亜炭層以外でも木片や樹幹な

どが多い．これより上位では，シルト層中に淘汰のよい細 -中粒砂層や含細礫粗粒砂層が挟まれる．礫岩

もレンズ状に挟まれるが，篠岡丘陵の場合と異なり，近接した山地に由来すると見られる 5-20cm 大の

チャート角礫からなっている．山地内で小分布するものでは，シルトとチャート角礫の互層からなるも

のもある．本層には，全体にわたって(特に下部で多いが)厚さ数 10cm 程度の白色細粒・珪長質の火山

灰層が何枚も挟まれている．

本層の分布地域の北方，市邨学園短大東方の山麓には，灰色・塊状・緻密なシルト層の小露出が見ら

れる．この前面の低地では，かって昭和 20 年代に地下に伏在する亜炭が採掘されたといわれる．本宮山

山地の西麓でも，かっては下部(泥質)層がかなり広く堆積したことを示すものであろう．また，本図幅

地域北東隅の入鹿池南岸 10)でも，暗灰色塊状のシルトを主とし，亜炭層や白色火山灰層を挟む地層が小

第19図　下位層を削っている篠岡火山灰層の基底　（小牧市桃花台西部）

10)　入鹿池周辺には，径数 cm 大のチャートを主とした円-亜円礫が多数散在している．しかし，本図幅地域内では , その礫層の

本体は認められない．
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規模に分布している．

大山川北岸の下部(泥質)層は，篠岡丘

陵の矢田川累層の中-下部の層準に相当

するとみられる．この地層は，地質図で

も見られるように，基盤の凹所に複雑に

入り込んだような形で分布しており，か

つ山地内の各所にも泥質層の小分布が点

在する．基底は，既に述べた様に，高角

度の不整合をもって基盤にアバットして

いる．本層は，本宮山山地の概形ができ

上った後に，その南 - 西縁を埋積する形

で形成されたものであろう．構造は大局

的には南傾斜(基盤近くで 10 数度，離れ

ると 3‐5 °)であるが，基盤の外形の影

響を受けてかなり屈曲している．

本層の化石としては，小牧市林の肥培

土採取場のたて穴(化石試料採取地点 5，

柱状図は第 22 図に示す)の 3 試料につい

て，花粉分析を行った(パリノサーヴェ

イ㈱に依頼 )．分析結果は第 3 表に示し

た．ここでは，いずれの試料からも比較

第20図　ジュラ系にアバットする矢田川累層の基底　（小牧市本庄の北方）
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第3表　矢田川累層の花粉分析結果　（小牧市林）
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的多くの花粉・胞子化石が検出されている．全体

として，Taxodiaceae，Alnus，Fagus，Quercus

(Lepidobalanus)が多産し，Liquidambarも比較的多

い．この傾向は，小牧団研グループ(1971)及び吉

野(1971)の分析結果とよく一致する．Liquidambar

と Nyssa が出現し，Carya が産出しない点から判

断すると，この試料採取地点の層準は，吉野(1971)

による“東郷火山灰層(篠岡丘陵の上野火山灰層)

以上の層準に当たるものと思われる．

上部(礫)層：大山川の北岸，本宮山山地の南西

端にわずかに分布する．厚さは 30m 前後である．

下位は中 -古生界及び前述の夾亜炭泥質層を不整

合に覆う．下部(泥質)層が基盤に対して著しくア

バットするのとは対照的に，本層の基底は，基盤

と泥質層をほぼ一様に，わずかに南西へ傾く平坦

な面で切っている．この礫層の基底部には，東部ではチャート・石英の 2- 3cm 大の亜円礫を主とし

た幾分砂がちの部分が，3-4m の厚さで見られる．西部では逆に，基底部の厚さ 10m くらいの範囲で

は，20-30cm 大の濃飛流紋岩類や中 -古生界の砂岩・頁岩の礫と 3-5cm 大のチャート礫とが雑然と無

方向に密集している．この中には断片的ではあるが厚さ約 1m の灰白色火山灰層が挟まれる．これより

上位では，数 -10cm大の砂岩・頁岩礫を主とし，濃飛流紋岩類・花崗岩・チャートなどの円 -亜円礫を

第 3表　（つづき）

第22図　花粉分析試料採集地点の柱状図　（小牧市林）
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混じえた礫層が重なる．ここでは，礫は方向性を示して配列し，また大小の礫の集中により不明瞭なが

ら層理を示す．この中には淘汰のよい砂層を挟むこともある．礫は全体として風化が著しい．

上記地域より西方，岩崎山の孤立丘の南斜面では，基盤の花崗岩の上に不整合に重なる礫層が見られ

る．これは，5cm 大のチャート亜円 -亜角礫と 20-30cm 大の花崗岩円礫が密集した礫層で，わずかに南

西へ傾いている．大山川北岸の上部(礫)層と岩相は多少異なっているが，一応矢田川累層に含めた．ま

た，本庄北方の市邨学園短大付近では，海抜 70m 前後の山頂に 3-5cm 大のチャート礫が多数散乱して

おり，露頭ははっきりしないが，矢田川累層の礫層が分布しているものと見なした．しかし，あるいは

高位礫層に当たるものかも知れない．

大山川北岸における下部と上部の間の顕著な岩相変化及び不整合は，両者の形成期における古環境

（古水系）の顕著な変化を示すものであろう．ここでは，大山川北岸の上部(礫)層を，岩相の類似から，

篠岡丘陵の上部(礫)層に連続するものとした．しかし，篠岡丘陵では，上部(礫)層の基底に顕著な不整

合は認められておらず，この対応に関しては今後に問題を残している．

Ⅳ．3　名 古 屋 東 部

庄内川より南の竜泉寺丘陵・守山台地・東山丘陵などには，シルト・砂・砂礫の互層を主とした矢

田川累層が広く分布している．これは，瀬戸－名古屋地域の矢田川累層の上部に当たる．本図幅地域

内に発達する矢田川累層のうち比較的下部の層準は，竜泉寺丘陵北縁で見られるように，やや締まった

シルト層を主とし，厚さ 2-3m の砂礫層を数 m おきに挟む互層からなっている．シルト層は灰白色・

塊状のものが多く，ときに植物破片を多く含んで暗灰色を呈することもある．シルト層は一部では凝灰

質となり，また，白色火山灰層を挟むこともある．砂礫層は全般にクロスラミナが著しく，ときに下位

層を削り込んでいる．礫はチャートを主とするが，濃飛流紋岩類も多い．普通は 1-2cm 大の円礫を主

とするが，ときに 3-5cm 大のこともある．基質は花崗質の粗粒砂である．

一方，守山台地周縁や東山丘陵で見られる上半部の地層は，シルト層と(含細礫)粗粒砂層との数mご

との互層からなっており，しばしば白色細粒の火山灰層を挟む．シルト層は下半部と同様に灰白色・塊

状のもので，ときに樹幹などを含む亜炭層(厚さ数 10cm)が挟まれる．砂層は花崗質の粗粒砂を主とし，

クロスラミナが著しく，チャートや石英の細円礫を含んでいることが多い．ときに 1- 2m の厚さの礫

層を挟む．この地域の矢田川累層上部の礫層や砂礫層には，白色で流理構造の明瞭な流紋岩礫(普通 2-

3cm 大，最大で 5cm 大)が含まれる．この礫は風化によって白色を呈し，露頭でよく目立つため，以前

から“白礫”と呼ばれ，猪高相を特徴づけるものとされてきた(松沢・嘉藤，1954 など)．最近では，こ

の“白礫”がその岩質・成分により，また，礫の分布と礫径の地域的変化とにより，愛知県東部の設楽

火山岩類(中新世中 -後期)に由来すること，従って矢田川累層上部の堆積期には，名古屋東部地域が設

楽地域から西流する水系の影響下にあったことが明らかにされている(ADACHI and KUWAHARA, 1980)．

本地域の矢田川累層は，すべて森(1971b)の猪高部層に属し，矢田川累層の上部を占める．構造は全体

として南西に緩く傾斜するものと思われるが，小さな波曲が多く判然としない．層厚も明確でない．本
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層中からは，Sequoia，Glyptostrobusなどの植物遺体，Nyssa，Liquidambarなどの花粉化石が産出している

（SOHMA，1958; 吉野，1971）．

Ⅴ．第　四　系

「名古屋北部」図幅地域内の更新統は，その分布状況から見て，丘陵頂部に発達する高位礫層群と，

丘陵地を取り巻いて分布する中・低位段丘の構成層とに大別できる．

篠岡丘陵では，前者に属するものとして古い方から順に，上末層・潮見坂礫層・桃花園礫層・桃山礫

層がある．上末層を除く3礫層は，ここで新たに命名したものであるが，内容的には春日井団研グルー

プ(1971)が篠岡丘陵東部において，高位段丘Ⅰ面の構成層，同Ⅱ面の構成層，同Ⅲ面の構成層と呼んだ

ものと同じである．庄内川と矢田川とに挟まれた竜泉寺丘陵及び名古屋市街東部の東山丘陵では，高位

礫層に当たるものとして，唐山層と八事層が発達している．

中位段丘(熱田面)の構成層は熱田層である．ただし，地表では熱田層上部層の上半部しか見られな

い．篠岡丘陵南縁の田楽台地の構成層は，田楽層と呼ばれることもあるが，本図幅では，熱田層に一括し

て扱った．

低位段丘の構成層としては，古い方の小牧礫層・大曽根礫層などと，新しい方の鳥居松礫層などとが

ある．いずれも，木曽川・庄内川などの扇状地ないし谷底平野に形成されたものである．

本図幅地域東部の丘陵地・台地に発達する更新統は，その大部分が西方の平野地下へ連続し，沖積層

下に伏在している．多数のボーリング資料の解析によって明らかとなった濃尾平野の地下地質について

は，項を改めて第Ⅵ章で述べることとする．また，沖積層についても，本章では地質図上の区分と

関連した表層部の簡略な記述にとどめる．

からやま

Ⅴ．1　唐山層（松沢・嘉藤，1954）

本層は，竜泉寺丘陵・東山丘陵で，矢田川累層の上位に不整合に重なり，丘陵頂部を作る高位礫層の

下半部を占める地層である．下位の矢田川累層との間には，かなりの起状を示す明瞭な不整合がある．

唐山層は，標式的には，下部の 3-6m が大円礫 -巨礫を含む礫層から，上部の 3-4m が砂・シルト層

からなっている．しかし，上位の八事層との不整合により，上部が削り去られていることが多い．上部

が比較的よく残っているのは，平和公園西南部(「名古屋南部」図幅地域内)であるが，同公園北部や竜

泉寺丘陵西端部でも，部分的に上部が見られることがある．

唐山層下部の礫層は，チャート・砂岩・頁岩など中・古生層に由来する礫のほかに，大量の濃飛流紋

岩類やホルンフェルスの礫を含み，まれに花崗岩類の礫も見られる．これらの礫は，東山丘陵では 10-

20cm 大の円礫を主とするが，竜泉寺丘陵では 10-30cm 大であり，ときに 40cm 大の巨礫も混じえる．

また時には，径 2- 3m に達する矢田川累層起源のシルト岩塊を含むこともある．これらの礫は，チャ

ート礫を除いて，ほとんどが著しい風化を受けており，いわゆる“くさり礫”の状態になっている．

唐山層の上部は，花崗質の砂から上方へシルトに移り変わるもので，シルト中には厚さ約 20cm のガ
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ラス質火山灰(猫ヶ洞火山灰層)が，膨縮したり尖滅したりしながら挟まれている．唐山層の上部が失わ

れて，唐山層下部の礫層と八事層の礫層とが直接する場合には，両者の不整合関係は不明瞭となり，漸

移的に見えたりする．

唐山層の分布は，名古屋大学付近を南限としており，八事層ほど南まで広がらない．しかし，北方

(a)

第 23図　唐山層と八事層の不整合を示す露頭　（名古屋市千種区，名古屋大学の北；1961年 3 月　桑原撮影）

(b)
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では篠岡丘陵の上末層が，礫はより粗大となるが，本層と岩相的によく似ており，本層の北方延長と思

われる．唐山層の分布状況，及びその礫径が北方へ大となっていく傾向から見ると，本層は，木曽川水

系や土岐川水系（庄内川－内津川につながる）など，北ないし北東からの水系の支配下に形成されたもの

と考えられる．

唐山層の形成年代に関する確実な証拠は乏

しい．その上部のシルト層の花粉組成から

は，Metasequoia 植物群消滅期以降のものと

判断される（SOHMA，1958）．一方，猫ヶ洞火

山灰層が逆帯磁していることからは，これが

MATUYAMA 逆帯磁期に属すると考えられる

（ISHIDA et al.，1969）．これらのことから，唐

山層は今まで大阪層群下部の上限付近に対比

され，ほぼ 100 万年前のものと考えられてき

た．しかし，最近になって，牧野内ほか（1983）

は，猫ヶ洞火山灰層に相当すると見られる火

山灰のフィッション　トラック年代を測定

し，1.9 ± 0.6 Ma という年代値を得た．ただ

し，この測定試料では各ジルコン粒子の年代

値はかなり幅広くばらついており，古い年代

を示す粒子もかなり含まれている．火山灰層

第24図　唐山層・八事層の柱状図　(a)竜泉寺丘陵；竜泉

寺付近　(b)東山丘陵；平和公園北部

第25図　八事層基底が唐山層下部と接する不整合　（名古屋市名東区，平和公園北部）　写真の下部約2/3の“くさり礫”

礫層が唐山層，大きなシルト岩ブロックを含む．上部のチャート礫が水平な方向性を示して配列する部分が八事層
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の堆積条件も含めて，今後充分な吟味が必要であろう．現在のところ，唐山層の年代については，第四

紀初頭から同中期までの幅をもって考えなければならない．

や ごと

Ⅴ．2　八事層（松沢・嘉藤，1954）

本層は，「名古屋北部」図幅地域内では，竜泉寺丘陵と東山丘陵とに分布する．南方では「名古屋南

部」地域内に広く発達し，唐山層に比べてより南方まで広がっている．

この地層は，ほとんどがチャートの円 -亜円礫よりなる礫層を主体としている．礫径は，竜泉寺丘陵

で 5-10cm，東山丘陵でときに 10cm を超す大礫も含まれるが大半は 3-6cm と，南へ向かって礫径を

減ずる傾向がある．チャート礫は風化を受け，溶脱作用によって表面が(ときに内部まで)白色化してい

る．基質は，シルト混じりの花崗質砂よりなるが，風化によって赤褐色を呈することが多い．礫層中に

はシルト層や砂層も挟まれるが，これも同様に赤色化していることが多い．

八事層の礫の密集部では，大礫の集中部と小 -細礫の集中部とが大まかに繰り返して，不明瞭ながら

層理を示すことが多い．また，この様な部分では，礫の覆瓦状配列もしばしば認められる．東山丘陵で

は，砂礫質の部分が多くなり，また，砂やシルトのレンズあるいは連続性のよいシルト層を数 -10 数m

の間隔で挟むようになる．シルト層の発達する層準でシルト層が欠如する場合，対応する礫層中にシル

トのブロックが多数含まれていることが多い．このことは，シルトの堆積層準では現在見られるより広

範囲にシルトが堆積したこと，そして上位の礫層の堆積時にそのかなりの部分が削り去られたことを示

すものであろう．

第 26図　八事層の礫層の堆積状況　（名古屋市守山区，竜泉寺付近）

チャート礫を主とした礫層．大礫の集中部と中-小礫の部分とが

不明瞭な層理を示して繰り返す．

八事層は，唐山層を不整合に覆ってい

る．八事層が唐山層上半部のシルト層の

上に重なる場合には，八事層の最下部は

チャート礫を主とする典型的な“八事型

の礫層”から始まっており，両者の不整

合は明瞭である．しかし，唐山層下半部

の礫層と直接に重なる場合には，八事層

の最下部に唐山層から洗い出された多様

な礫が再堆積しており，両者の関係は分

かり難くなっている．

八事層の層厚は，全体として 20-30m

前後で，東方へ薄く，西方へ厚くなる．

また東山丘陵南部では，40m 前後の厚さ

となる．構造的には，西ないし南西へ緩

く傾く．

八事層の分布する丘陵でも，八事層の

堆積面そのものは残っていない．しかし，
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その稜線を連ねたスカイラインは明瞭な定高性を示し，ここで復元される地形面は八事面と呼ばれてい

る．八事面は，竜泉寺丘陵の海抜 110m を最高として，南西へ 17-25/1000 の勾配で傾き，東山丘陵の南

西端では海抜 30m 前後まで低下する．また，八事面の原面をほぼ示している稜線上では，赤色土壌が厚

く発達している．

東山丘陵北部の覚王山付近には，八事面をわずかに削り込んだやや平坦度の高い地形面が認められ

る．町田ほか(1962)はこれを覚王山面と呼び，その分布は貝塚ほか(1964)によって示された．覚王山面

を構成する独自の堆積物は，確認されていない．

八事層の礫は，風化や摩耗・分解に対して抵抗性の大きいチャート礫を主としている．また，その礫

の表面は溶脱して白色化していることが多い．八事層は，矢田川累層からの再堆積物質によって，主と

して構成されたものであろう．唐山層の場合とは，その形成に支配的な影響を与えた水系が大きく異な

っていたと考えられる．ただし，八事層は，唐山層の堆積にほとんど引き続いて堆積したものであろ

う．

かみすえ

Ⅴ．3　上末層（小牧団研グループ，1971）

本層は，篠岡丘陵西部において，矢田川累層を不整合に覆い，海抜 80m 以上の山頂部にわずかに残存

している礫層である．本層基底の不整合は，一露頭内でも 1.5m 程度の凹凸を示している．不整合直下

の矢田川累層は著しい風化を受けて，濃赤褐色化しているのが特徴である．赤色化の範囲は，不整合面

下 20m 前後に達する．上末層自体の赤色風化も著しい．

本層の基底部には，20-30cm 大，ときに 50cm 大の亜円礫が特に密集した部分が，1-2 m の厚さで

見られる．これより上位は，10-10 数 cm 大の花崗岩，濃飛流紋岩類，中・古生界の砂岩や頁岩などの

“くさり礫”と，数 cm 大の堅硬なチャート礫よりなる礫層となる．礫は雑然と密集し，礫の配列に方

向性は認められない．しかし，ごくまれにシルト層や砂層の狭みが見られる．

上末層は，その岩相から見て河成堆積物である．層厚は，不整合と山頂との高度差から見て，少な

くとも 10m はある．化石は産出しない．この礫層は，岩相の類似から唐山層の北方延長と考えられてい

る．

篠岡丘陵南部には，北北東 -南南西方向に伸びるほぼ平行した 2 条の尾根がある．このうち西側の尾

根は海抜 80-90m で，上末層はここに残存している．東側の尾根は海抜 90-100m とわずかに高いが，こ

こでは上末層は分布しない 11)．また，上末層直下の赤色風化殻も見られない．このことは，上末層基底

の不整合が広い範囲で見てもかなりの起伏を有していたことを示すものであろう．

上述の上末層の分布から離れて，西方の小牧台地に孤立する岩崎山の山頂部にも，基盤の花崗岩を不

整合に覆う礫層の小分布が見られる．これは岩崎山山頂の北側に露出するもので，層厚は約 8 m であ

る．礫層の下部約 2m には 50cm 大の円礫が集中し，それより上位では 10 数 -20cm 大の亜円礫を主とす

11)　この尾根の北部，海抜 101.5m の独標点の北西斜面で，春日井団研の調査当時（1964 年頃）には，上末層の分布が認められた．し

かし，現在では人工的な掘削により，この礫層の分布は失われている．



34

る．礫種はいずれも濃飛流紋岩類，中・古生界の頁岩などからなり，チャートは少ない．礫は雑然と密

集し，層理を示さない．また，全体として風化が著しく，“くさり礫”となっている．

本礫層は，矢田川累層の項で述べた「岩崎山東部のチャート礫を主とし，花崗岩大礫を含む礫層」と

は，分布高度・岩相の点で明らかに別物である．ここでは，岩相や分布様式の類似から，一応上末層に

含めた．しかし，分布高度は海抜 50m 程度で，篠岡丘陵の上末層よりかなり低い．このことが上末層堆

積後の傾動運動によるものか，それとも岩崎山の礫層が上末層より若い可能性を示しているのか，につ

いては今のところ明確でない．

Ⅴ．4　潮見坂礫層（新称）

本層は，春日井団研グループ (1971)による“高位段丘Ⅰ面の構成層”と同じものである．本図幅地域

内では，篠岡丘陵東部の山頂部に平坦面を伴ってわずかに分布するにすぎないが，これより東方では，

春日井桃花園から潮見坂平和公園にかけて広がっている．

この礫層は，矢田川累層の上に不整合に重なる．不整合面の高度は，本図幅地域東縁で約 75m，潮見

坂平和公園東部で 95m 前後と，東方へ次第に高くなる．露頭で見る不整合面は，多少の凹凸を伴うがほ

ぼ平滑であり，かつ明瞭である(第 28 図)．不整合直下の矢田川累層は，かなり風化して赤褐色を呈する

が，上末層基底の場合ほど著しくない．

潮見坂礫層の層厚は，現在見られる限りで 5-6m である．そのうち基底部の約 1m は，30-50cm 大

の巨礫が雑然と密集している．この部分では，下位の矢田川累層の半固結シルトの角礫が多量に含まれ

るほか，チャート・濃飛流紋岩類の亜円礫が多く，ホルンフェルス・斑状花崗岩・頁岩などの礫も混じ

第 27図　上末層の基底部　（小牧市，篠岡丘陵西部）　礫の大部分は著しく風化して“くさり礫”となっている．矢田川累層

の粘土層の上に重なる



35

り，礫種構成はかなり多様である．チャート礫以外は“くさり礫”となっている．この部分は，岩相的

に唐山層や上末層に似ている．これより上位には，普通 3-5cm 大，最大で 10cm 大程度のチャート亜

円礫を主とした礫層が漸移的に重なる．ここでも礫はかなり密集しているが，その配列には方向性があ

り，北東から南西への流向を示す覆瓦状配列を呈する場合もある．基質は粗粒砂よりなる．潮見坂礫層

のこの部分は，再堆積性のもので，岩相的には八事層に似ている．
うつつ

本層は，土岐盆地から流れて来た内津川水系の河床礫層として形成されたものであろう．分布高度や

地形面の残存状況から見て，本層は，上末層より(従って唐山層・八事層より)若いと考えられる．時代

的には更新世中期のもので，濃尾平野地下では海部累層の一部に対比される．

Ⅴ．5　桃花園礫層（新称）

本層は，春日井団研グループ(1971)による“高位段丘Ⅱ面の構成層”と同じものである．篠岡丘陵の

東部で前述の潮見坂礫層の南側に，緩斜した段丘面を残して分布する．

本図幅地域内では，本層の露出はごく限られている．東隣「瀬戸」図幅地域内の春日井市出川付近で

最も厚く，かつ標式的に発達しており，層厚は 20m 以上に達する．出川付近では，下部から上部へ，チ

ャート礫を主とし濃飛流紋岩類・ホルンフェルス・砂岩などの大 -中礫を混じえた礫層(厚さ 15m 以上，

ときに砂・シルトのレンズを挟む)，砂・シルト層(厚さ 1-2m)，チャート礫の卓越した再堆積性の中

-小礫層(厚さ 2m前後，砂のレンズを挟む)の順に重なる(第 29図)．ここでは，チャート礫の表面は，一

般に白色化している．本図幅地域には，上述の標式的な地層の西方延長が分布し，その上半部に相当す

る厚さ数m の部分が発達する．

本層は，その堆積面の状況や岩相，構成礫の種類などから見て，内津川水系の河床堆積物と考えられ

第 28図　潮見坂礫層の基底部　（春日井市，潮見坂平和公園の西部）　礫層の下位は矢田川累層の風化部
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る．時代的には更新世中期のもので，濃尾平野地下

では海部累層の一部に対比される．

Ⅴ．6　桃山礫層（新称）

本層は，春日井団研グループ(1971)による“高位

段丘Ⅲ面の構成層”と同じものである．篠丘丘陵南

縁に海抜 40-50m の高さの台地を作っており，篠岡

丘陵周辺の高位礫層のうち最大の広がりを残してい

る．

本礫層は，前述の桃花園礫層とよく似た岩相で，

チャートの数 -10数 cm大の亜円(-亜角)礫を主材と

した礫層を主としている．チャート礫は，その表面

が風化して白色化していることが多い．礫として

は，濃飛流紋岩類・ホルンフェルス・頁岩なども多少混じる．この礫層は，大小の礫の配列により，不

明瞭な層理を示す．礫層の上位には，灰白色・塊状でときに細礫を含むシルト層(厚さ 1.5m)が水平に

続く．更に上位には，2-3cm 大のチャートの円‐亜円礫よりなる礫層が重なる．

本層の層厚は，見られる限りで約 5m であるが，下限は不明である．段丘面としては，桃山礫層の堆

積面のほかに，これをわずかに削うしたやや低い浸食面が南縁に付着している（春日井団研グループ，

1971）．本層は，潮見坂礫層・桃花園礫層と同様に，濃尾平野地下の海部累層の一部に対比され，更新

世中期のものであろう．

Ⅴ．7　熱田層（松沢・嘉藤，1954）

名古屋市の中心部に広がる熱田台地の構成層を模式とした地層である．熱田層に関して，地表で観察

される層序は，松沢・嘉藤(1954)によって明らかにされた．しかし，濃尾平野地下をも含めた熱田層の

全容が把握されるようになったのは，松沢・桑原(1964)以降のことであり，桑原(1975b)によって，砂

層を主とする最下部層，厚い海成粘土層が発達する下部層，数枚の粘土層を挟むが砂層を主とする上部

層，という岩相層序区分が明確にされた．熱田層の層厚は，沈降の著しかった濃尾平野西部では，上部

層だけで 60m 以上，全体としては 100m 以上に達する．

熱田台地域の熱田層は，全体として下部に粘土層が，上部に砂層が卓越し，詳しく見ると，下部の粘

土層は 5 層準に発達する(桑原ほか，1982)．そのうち最下位の粘土層が側方へよく連続し，海生貝化石

を多産する．他の 4 層準の粘土層は，レンズ状に挟まれるにすぎない．この中では，上から 4 番目の粘

土層に名古屋南西部で海生貝化石を産するが，他のものは泥炭湿地性の河川下流域を示す淡水珪藻群集

を含んでいる(森，1980b)．上記の粘土層を挟む砂質層も，一部を除いて河川下流域の堆積物と推定され

る．名古屋付近では，上から 4 番目の粘土層の上限をもって，下部層と上部層との境としている．

第29図　桃花園礫層の柱状図　（春日井市出川，60.5

三角点の北側の崖）　1964年夏　桑原スケッチ
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熱田台地や田楽台地など地表で見られる熱田

層は，熱田層上部層のうちでも上半部にすぎな

い．地表での熱田層は，木曽川水系の直接的な

影響下にあった範囲では，御岳火山に由来する

火砕物質を多量に含んだ，細礫混じりの中粒砂

を主としている．一般にクロスラミナがよく発

達し，0.5-3 cm 大の軽石を多く含んでいるの

が特徴である．同様な砂層は，小牧山の南麓で

も，小牧市役所の庁舎建設のさいに認められた

(第 31 図)．

このような熱田層最上部の砂層は，濃尾平野

東縁の台地に広く発達し，北方へは木曽川北岸

の各務ヶ原台地まで及んでいる．この地域の他

の第四系がほとんど礫層を主とする中にあっ

て，熱田層最上部の砂層(及びそれによって構

成される台地)は，この地域での第四系の区分

・対比のためのよい手掛りとなっている．

一方，以上に述べた熱田層最上部と同時期に

形成された地層でも，木曽川以外の河川の影響

下に形成された範囲では，礫 -砂礫の卓越した

河成相となっている．地域的には，熱田台地北

第 30図　クロスラミナの発達した熱田層の砂層　（春日井市，田楽台地南部）

第31図　小牧山南麓，小牧市役所建築現場の熱田層 　

（桑原の1965年当時の観察による）　(a)ボーリング柱

状図，(b)掘削面の柱状図
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東部・守山台地・篠岡丘陵南縁のうちの東部，がこの範囲に属している．

守山台地で見られる熱田層の礫層は，厚さ 10m 前後で，東部ではチャートや石英の数 cm 大の亜円礫

を主材とし，礫の配列の方向性はほとんど認められない．しかし，西方へ次第に細円礫層や砂層を挟む

ようになり，西端部では 2-3cm 大のチャート細円礫を主としたクロスラミナの著しい砂礫層となって

いる．このような河成礫層の分布の西端は矢田川を越えた長母寺付近まで達しており，また，南縁は熱

田台地の北東部にかかっている 12)．

熱田層は，その上部層の基底に御岳火山に由来する軽石 Pm-1 を 13)，また，上部層の中 -上部に同じ

く Pm-3 群の軽石を含んでいる．Pm-1 の年代はフィッション　トラック法で 7-9 万年前とされ（町田

・鈴木，1971)，Pm-3 の噴出年代は 14C 法及びイオニウム法で約 4 万年前とされている(小林，1967；

KOBAYASHI et al.，1968)．一方，熱田層より若い小牧礫層を覆っている木曽谷泥流の 14C 年代は，約

2.7 万年前と測定されている（QUATERNARY RESEARCH GROUP OF THE KISO VALLEY and KIGOSHI，1964）．

これらの年代値から見ると，熱田層下部層の形成は 9 万年前より古く，最終間氷期の間ということにな

る．南関東でいえば，下末吉層に対比される．一方，熱田層上部層は，最終氷期の前半の時期の堆積物

に当たる．熱田層の堆積が終り，熱田面が離水したのは約 4 万年前のことであろう．このように，最終

間氷期から最終氷期の前半にかけて，地層がほぼ連続的に形成されていったのは，南関東などでは見ら

れない，沈降地域としての濃尾平野の特色である．

Ⅴ．8　小牧礫層（桑原，1969）14)

小牧礫層は，本宮山山地の西方から篠岡丘陵の西‐南方へかけて連続的に広がる小牧台地の構成層で

ある．この礫層の状況を示す露頭は，台地西縁では小牧市街の北でわずかに見られるにすぎない．ここ

では，径 20cm 大の円礫を主とした礫層よりなっており，礫種は花崗岩や濃飛流紋岩類を主とするが，

第 32図　濃尾平野周辺における第四紀後期の海水準変動曲線　（桑原ほか，1982により簡略化）

12)　熱田台地北東部では，礫がちの部分がチャンネル状に複雑に分布しているため，地質図では砂質相として一括して塗色した．

13)　SAKAI(1981)は，Pm-1 が熱田層下部層に含まれるとし，かつ，熱田層の下部層と上部層との間に不整合を考えている．

14)　11 ページの脚注 8)参照
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中・古生界の砂岩・頁岩礫も混じる．大礫の間は数 cm 大以下の円礫が埋め，大礫は不明瞭ながら水平

な層理を示して配列している．小牧付近では，この礫層の上位に厚さ 1m 程度の赤褐色ローム様土壌が

発達し，更にその上位に 1m 強の厚さの黒ボク土壌が重なることがある．

南部の春日井付近でも，小牧礫層は 10 数 cm 大以下の亜円礫を主としており，チャートや濃飛流紋岩

類の礫が多い．大礫はやや密集しているが，水平な方向性を示して配列しており，大礫の間は 2-3cm

大の細礫が埋めている．礫層の上位には，赤褐色を呈するローム様土壌が約 1m の厚さで発達する．

本層の層厚は，ボーリング資料から見て 10 数mと思われるが，下限が確定できないので，はっきりし

第33図　木曽川水系の小牧礫層　（大口町外坪）

第34図　庄内川水系の小牧礫層　（春日井市篠木町）
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たことは分からない 15)．

本層は，熱田層より若く，かつ，北方の犬山付近で約 2.7 万(14C)年前の木曽川泥流に覆われている．

このことから，本層の形成は，役 3 万年前のことと思われる．最終氷期の海面最低期直前に，海面の小

変動に伴って形成されたのであろう．

Ⅴ．9　大曽根礫層（松沢・嘉藤，1954）及びその相当層

熱田台地を東西に分断している大曽根凹地を埋めた旧河床礫層であり，その堆積面は大曽根面と呼ば

れる．この礫層の露頭は，現在ではほとんど見られない．ボーリング資料によると，この礫層は，普通

2-3 cm 大，最大でも 5 cm 大のチャート亜円礫を主材とし，頁岩礫も多少含まれるようである．礫は

かなり密集し，基質は粗粒砂よりなることが多い．しかし，ところによっては，本層が全体として礫混

じりの粗粒砂となっていることもあり，岩相の地域的変化はかなり大きい．本層の層厚は 5-6 m で，

上位には厚さ 1-2m の粘土 -砂質粘土が重なっていることが多い．

大曽根礫層はその分布の南端で沖積面下に没しているが，海側への延長は名古屋港付近まで追跡され

ている(竹原ほか，1961)．また，上流側では，地形面の高度と現河床との比高から見て，矢田川水系の

猪子石原の段丘層に連続するものと考えられる．

第35図　小牧礫層のボーリング柱状図　（小牧北方の東名高速道路ぞい）

15)　第 35 図で，砂質シルトあるいは粘土-シルト以下の地層が小牧礫層に属するかどうかは，今のところ不明である．
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猪子石原の段丘を構成する礫層は，主として数 cm 大以下の大きさの濃飛流紋岩類やチャートの亜円

-亜角礫よりなり，花崗岩・頁岩などの礫も混じっている．礫はあまり密集せず，不明瞭ながらほぼ水平

な方向性を示して配列する．大礫の間は，細礫や花崗質の粗粒砂が埋められている．

大曽根礫層は，前項で述べた小牧礫層に対比される．

Ⅴ．10　鳥居松礫層（桑原，1969)16)

及びその相当層

本層は，春日井市の市街地付近に広く発達

する鳥居松段丘の構成層であり，庄内川の形

成した旧扇状地礫層である．普通 3-5cm 大，

最大でも径 10cm 程度の亜円－亜角礫を主材と

した礫層で，チャート礫を主とするが，石英・

ホルンフェルスや濃飛流紋岩類の礫も多い．

礫はかなり密集しているが，水平な方向性を

示して配列することが多い．また，礫は新鮮

で堅硬である．基質は粗粒砂よりなる．礫層

の上位にはところによって，厚さ 1m 内外の

中粒砂層が発達する．また，地表では，小牧

面の場合ほど顕著ではないが，厚さ 0.5- 1m

第36図　大曽根礫層のボーリング柱状図　A：名古屋東郵

便局(凹地の西縁)　B：千種アパート　C：中部鉄道学

園(凹地の東縁)

第37図　鳥居松礫層の露頭　（春日井市関田町）

16)　11 ページの脚注 8)参照
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の赤褐色ローム様土壌が見られる．

鳥居松段丘とほぼ同時期に形成された木曽川水系の旧扇状地は，本地域内では，地域北縁の大口町萩

島付近にわずかに見られるにすぎない．

鳥居松礫層は，小牧面を切っており，小牧礫層より若い．一方，濃尾平野地下では，最終氷期の海面

最低期に作られた河谷によって切られている．従って，本層の形成期は，ほぼ 3 万年前から 2 万年前の

間と考えられる．

Ⅴ．11　低位段丘礫層

篠岡丘陵付近及び庄内川南岸に見られる小規模な河岸段丘の構成層を便宜的に一括したものである．

これらの段丘はいずれも沖積面との比高が小さく，その構成層ははっきりしない．しかし，大山川南岸

では，淘汰の悪い泥質砂を基質とした礫層―――数 cm 大のチャート亜円礫を主とする―――が認められ

た．

Ⅴ．12　平野の表層堆積物

地質図では，“沖積層”を主として表層部の特性に基づいて，扇状地堆積物と氾濫平野・三角州堆積

物とに分け，更にそれぞれを旧中州・自然堤防・砂州など微高地の堆積物と後背湿地・旧河道など低湿

地の堆積物とに区別して示した．ここでは，上記の区分の関連した平野表層部の構成層についてのみ記

述する．

扇状地堆積物　本図幅地域内では犬山扇状地の扇端部が見られるにすぎないが，その中で微高地を形

成する旧中州の堆積物(a2)は，主として 2-5cm 大の円礫を含んだ砂礫よりなっている．そしてその表

層部をほぼ一様に覆って，灰褐色ないし黄褐色を呈する細粒－中粒の砂層が，1.5-2m の厚さで全域に

広がっていることが知られている．旧河道には，細砂・シルトを主とした堆積物(a1)が分布している．

氾濫平野・三角州堆積物　自然堤防・砂州の堆積物(a3)は，淡褐色を呈する細粒 -中粒砂を主として

いる．扇状地の末端に接する北部では，全体として粗くなり，細礫を含むこともある．南部では全体と

して細粒となり，シルト質となる．また，東西方向では，五条川より東で粗く，西で細かい傾向があ

る．後背湿地と新旧河道の堆積物(a1)は，砂や軟弱な粘土・シルトからなる．泥質層は一般に腐植物に

富み，一部は泥炭状なっている．

Ⅵ．濃尾平野の地下地質

濃尾平野の地下地質は，杉崎・柴田(1961a，b)の先進的な研究を契機として，地下水・温泉などを

対象とした数多くのさく井資料の解析により，地下層序及びそれと地表との対比などが詳しく解明され

てきた．すなわち平野の地下には，上部から下部へ，南陽層(完新統)・濃尾層・第一礫層・熱田層・第

二礫層・海部累層・第三礫層・弥富累層(以上更新統)・東海層群(更新 -鮮新統)が分布し，その基底に
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は中新統が分布する．更に地域内北東

部には中・古生層，花崗岩が潜在する

と思われる．地下層序と周辺地域の地

質との対比については，第 2 表に揚げ

た．

Ⅴ．1　完　新　統

南陽層：本層は，大別して上部砂層

と下部粘土層に区分される．上部砂層

は，平野地域の沖積面を構成する地層

で主として砂層からなり，本図幅地域

内の西半部，特に木曽川付近及び南西

部の美和町・甚目寺町・七宝町・大治

村など庄内川以西に最も厚く発達す

る．最厚部は北西部の木曽川近くで，

20m 前後である．また，上部砂層の最上部では，地形的に後背湿地に当たるところに厚さ 5m 以下の粘

土質層の分布が見られる．

下部粘土層は，下位の濃尾層または第一礫層を覆って，本図幅地域内の南西部に分布する．本層基底

は，第 38 図に示すように，全体として緩く南西に傾くが，東海道本線に沿う部分でやや急斜する．ま

た，平和町付近では，－ 40m に達する開析谷が伏在している．南陽層基底の形態と下部粘土層の発達状

況から見て，古庄内川は現在より更に西に偏して流れていたこと，その開析谷が下部粘土層により埋積

されたことが推定できる．

下部粘土層の下部には，最下部の砂層が南西地域に発達する．層厚は 5m 以下である．

この地域の南陽層に関する古生物学的資料としては，濃尾平野第四系研究グループ(1977)が美和試錐

試料について行った化石分析がある．この報告によれば，表層部には厚さ 3-4m の後背湿地性の腐植

土層が発達し，－ 14m までの南陽層上部砂層の下限部付近には貝化石と珪藻群集が見いだされ，下部粘

土層は暗青灰色を呈する海成層である．上部砂層は，淡水 -汽水性または浅内湾 -汽水性を示し，下部粘

土層は内湾 -沿岸性，または中内湾性を示すことが明らかにされ，海進・海退のサイクルが復元されて

いる．

Ⅵ．2　更　新　統

更新統基底の等深線は必ずしも明確にされていないが，従来の研究から，大よそ北東 -東から南西 -西

に向かって深くなるものと推定できる(第 39 図)．本図幅地域内には，幾つかの地盤沈下観測井が設けら

れており，その柱状図から更新統の大よその発達状況を知ることができる．これらの観測井の位置を第

第38図　南陽層の基底等深線及び層厚分布　（主として建設省，1973・

1976 により集成）
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40 図に，各井戸の柱状図，断面図を第 41 図 a-c に示す．

濃尾層：濃尾層は，主として南部地域にあって，第一礫層を堆積した埋没谷中に堆積し，北部では認

められていない．砂・シルト・粘土の互層からなり，本図幅地域の南西部の平和町試錐で，本層は深度

－ 35m，層厚 5m 前後であるが美和試錐では欠如している．

第一礫層：第一礫層は，南陽層又は濃尾層の下位にあり，熱田層を不整合に覆って水平的によく連続

第39図　更新統基底の等深線図　（桑原，1978・1979a；高田ほ

か，1979 より編集）

第 40図　地盤沈下観測井位置図

して分布する．良好な帯水層として知られ，

第一帯水層とも呼ばれている．濃尾平野にお

ける第一礫層の基底深度は，第41図に示すよ

うに北東から南西へ次第に深くなり，－ 50m

に達する．本層の層厚は，埋没主谷中では 20

m以上に達するところもある．本図幅地域内

の北東－東に向かい緩やかに浅くなる第一礫

層は，犬山扇状地砂礫層，鳥居松礫層につな

がる可能性がある（濃尾平野第四系研究グル

ープ，1977）．

礫層は“石英斑岩”などの大礫を含む木曽

川系の円礫よりなり，砂がちの部分を挟んで

いる．

熱田層：本層は，名古屋市の熱田台地を構
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成する地層を模式とするもので，上部の薄い粘土層を挟む砂がちの地層と，下部の厚い海成粘土層から

なり，濃尾平野全域にわたって比較的容易に追跡できる．

上部層は，砂層を主体とし，レンズ状に膨縮する連続性の悪い粘土を挟む．層厚は一般に 20-40m で

ある．上部層の砂層中には御岳火山起源の軽石を密集して含む層準があり，鍵層になる．

下部層の粘土層は，北部では 10m 前後の厚さを有し，南西部では 20-30m 前後の層厚である．下部粘

土層の下位には，10-20m の厚さの砂層を伴うことが多い．

濃尾平野地下水理調査報告(名古屋通産局，1981)では，第 41図の観測井の試錐試料について，微化石

分析・重鉱物分析を行った．その結果は，第 4 表の通りである．

第二礫層：本礫層は，熱田層の下位に連続して追跡される礫層である．この礫層は，濃尾平野東部及

び北部では，チャート・“石英斑岩”などの大礫を含み，平野全域によく発達している．本層の厚さ

は，10-30m 強で，礫層は，東から西に深度を増し，本地域西部では－ 100m を越えている．

海部累層：海部累層は第二礫層の下位に位置する数枚の海成粘土層・砂層・礫層からなる．層厚は，

平野の東部と北部で 30-40m であるが，南西部では 100m 近くに達している．

美和試錐では，－ 87 ～－ 95m の範囲が第二礫層，それ以下－ 170m付近までが海部累層に属するもの

と考えられる．

海部累層の微化石としては，美和試錐の－ 142 ～－ 143m にかけて比較的多量の珪藻が産出している．

これには，海水生の群集，汽水生の群集が多く，強内湾環境を示している（濃尾平野第四系研究グルー

プ，1977）．

第三礫層：海部累層の直下に連続して追跡される礫層で，層厚 10-20m，本図幅地域南西部では深度

－ 250m で，北又は東方に向かって浅くなっている．一宮東部では下位の東海層群が浅所に分布し，本

層は，これより東には存在しない（第 41 図 a，b）．

弥富累層：本層は非海成と思われる粘土層と，砂または砂礫層との互層である．従来第二礫層より下

位の地層を一括して，名古屋市東部に分布する八事相当層として扱ってきた（建設省，1973・1976）．

前掲の第 39 図から，弥富累層基底は津島市付近では－ 350m 以深にあたり，北東に向かって次第に浅

くなることが分かる．なお，更新統の地下地質断面は建設省(1973・1976)に詳細に総括されている．そ

の関連部分を第 42 図に掲げた．

Ⅵ．3　新 第 三 系

鮮新統：鮮新世 -更新世前期にあった東海湖に堆積した東海層群で，礫・砂・シルトを主とし，火山

灰層・亜炭層を伴い，その厚さは 1,000m 以上である．しかし本図幅地域内では東海層群の基底まで達

した深層ボーリング資料がないので，東海層群全体の層厚やその下部の層相については明白ではない．

中新統：西隣「津島」図幅地域内の資料から，中新統が濃尾平野の深部に広範囲に分布するらしいこ

とが推測される．しかし，本図幅地域内では，その存在は確認されていない．
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第 41図　地盤沈下観測井地質柱状図　（名古屋通産局，1981による）
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第4表　地盤沈下観測井における微化石・重鉱物分析結果の概要　（名古屋通産局，1981による）



49

第42図a　濃尾平野地下地質断面位置図
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第 42図 b　濃尾平野地下地質断面図　（建設省，1973・1976による）　　A－A’断面
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B －B’断面
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C － C’断面
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Ⅶ．応 用 地 質

Ⅶ．1　亜　炭

本地域の亜炭鉱床は，戦中・戦後の燃料事情の非常に悪かった時に開発されたものである．濃尾平野

の北東部の丘陵地にある夾炭層は，新第三紀鮮新世に属するもので，矢田川累層中の“尾張夾炭相”に

相当するものである．本図幅地域内では主として北東部の篠岡丘陵北方の池之内・北山・野口及び犬山

市南部の内久保等で採炭された．この付近の亜炭は，山たけ 1.20-0.60m，炭たけ 0.45-1.20m の木質亜

炭であり，発熱量は 3,120-3,810 カロリーである．

Ⅶ．2　珪　砂

小牧市東部地区の野口－犬山市南東と入鹿池の間に 3 箇所の珪砂鉱床があって篠岡珪砂と呼ばれてい

た．珪砂鉱床は，中生層のチャートが花崗岩の接触変質をうけて再結晶し，粒状化したもので，軟珪石

とも称せられる．珪砂分は，ほとんどが 140メッシュ及び 250メッシュにピークを有する微細な石英粒で

ある．篠岡珪砂として利用されるものは，140 メッシュのピークを有するものであるため，実収率は 20-

30％程度であった（山田ほか，1965）．これらの鉱山は現在では，稼行していない．

Ⅶ．3　骨　材

本図幅地域内北東端の犬山市楽田地区東部の 3 箇所で砂岩を骨材として採石している．年産量は昭和

55 年現在において，おおよそ 1,520,000t ほどである．これらは，主として道路用に使用され，その他

セメント用等に利用されている．

Ⅶ．4　地　下　水

濃尾平野は，元来被圧面地下水の豊富な自噴地帯であったが，昭和 20 年以降，地下水需要が増加した

ため，自然水位は年々低下していった．この時

期には，より高能力の揚水機が使用されるよう

になり，自然水位の低下に拍車をかける結果と

なった．昭和 49年以降，揚水の規制，地下水需

要の減少などのため，昭和 55年の観測によれば

一部では水位の回復傾向がみられるようになっ

ている．

本図幅地域の主要帯水層は，第一礫層・第二

礫層及び第三礫層であるが，第三礫層の水理状

況ついては井戸資料が少ないため，あまり明

確ではない．

主要帯水層の概要

第一礫層：熱田層を不整合に覆って広く連続

第43図　第二礫層下限の等深線図　（桑原，1978・1979a
による）　A：一宮　B：江南　C：岩倉　D：小牧　

E：稲沢　F：春日井　G：名古屋
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追跡される礫層で，厚さ 20m以上あり，地下－ 15～－ 35mの深度に分布する．東北部では犬山扇状地礫

層に連なるとみられ，主要な帯水層となっている．昭和 51 年の各観測井の資料からみて，自然水位は夏

期・冬期により多少異なるが，北部では 0m，南部の稲沢・平和町の一部には－ 10m 前後の水位低下地

域がある．

第二礫層：熱田層下部粘土又は，最下部砂層直下にある礫層である．礫層の層厚は 30m 前後であっ

て，その上限の深度は，中央部で－ 15 ～－ 20m，西部又は南部で深くなり，東部では，扇状地や段丘

の礫層に移化する．上位の熱田層も重要な帯水層になっている（第 43 図）．

昭和 52年の観測井資料によれば，自然水位は，夏期には北西から南東にかけ次第に深くなり，北部で

は 0m，南東では－ 25m になる．冬期には水位はやや回復し，南部で－ 20m くらいになる．

第三礫層とそれ以下の礫層：第二礫層の下位に砂質粘土・粗粒砂混じり細礫層・泥層があり，その下

位に連続性の良い第三礫層がある．その礫層の層厚は 10-20m で，西部又は南部に深度を増し－ 220m

前後に達している．

その他 ,弥富累層基底に層厚 10-20mの礫層があって ,第三礫層同様西部又は南部に深度を増している．

本地域内の揚水量分布は第 44 図に示す．揚水量 10,000t/ 日以上を示す地域は，一宮・稲沢・春日井・

名古屋市周辺である．

第 45 図は，被圧水位の低下と回復径過を示したものである．昭和 51 年までは水位の低下が見られた

が，昭和 55 年では水位の上昇を示している．

水質については単層採水している観測井の水質分析を第 5 表に示す．本図幅地域の北又は東部の平野

部の地下水は炭酸カルシウム型で，地下水涵養源の化学組成を示している．炭酸ナトリウム型の地下水

は，北東部の段丘地域や庄内川沿い，及び平野中南部に見られる．上記の型以外の地下水は，本図幅地

域内では見られない．

第 44 図　「名古屋北部」

地域の揚水量分布（桑原，　

1975b による）

A：一宮　B：江南　C：岩倉　

D：小牧　E：稲沢　F：春日

井　G：名古屋
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(a)　断面位置図

第45図　犬山扇状地から放射状に切った断面における被圧水位の変化

(b)　被圧水位の低下と回復の経過
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第5表　昭 和 55 年 7 月 地 下 水 水 質

（注）　1．水位欄　冗談は静水位，下段は動水位　　2．分析数値欄　上段は ppm，下段は epm
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(Abstract)

_

The mapped district situated in the middle-east of the Nobi Heiya(Plain), central Japan, is
mostly occupied by the alluvial plain. The Paleozoic-Mesozoic, Pliocene and Pleistocene
occur in the eastern hilly land (Owari Hills). A summary of the geologic sequence of the
district is shown in Table 1.

Paleozoic-Mesozoic
Permian to Jurassic geosynclinal deposits (sandstone, shale, chert and siliceous shale)

crop out in the northeastern part of the district where westward-dipping anticline can be
recognized. The deposits are divided into chert formation, sandstone and mudstone formation,
and mudstone and chert formation in ascending order. The chert formation is of the Permo-
Triassic, and the other two formations are of the middle to upper Jurassic, judging from
lithofacies and fossils such as radiolarians and conodonts included in chert and siliceous shale.

Some small bodies of tonalite porphyry and biotite granite are intruded into the folded
Paleo-Mesozoic strata in late Cretaceous, and gave thermal metamorphism.
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Neogene
Miocene formation does not emerge on the surface of the district in the N-obi Plain, but

many drilling data show the widespread presence of subsurfacial strata of the shallow
marine Miocene which is composed of mainly interbedded sandstones and mudstones with
tuff layers.

The T-okai Group was deposited in the non-marine subsidence basin which was formed
in the Ise Wan (Bay)-N-obi Plain during the Pliocene time, and appears widely and thickly
under the western half area of the mapped district. The eastern extension of the group in the
Owari Hills (Seto-Nagoya area) is called the Yadagawa Formation, and consists of sand
and sandy gravel beds and silt beds intercalating some lignite and volcanic ash layers. Pollen
assemblage of the formation in the mapped district is characterized by the occurrence of
Liquidambar and Nyssa and the absence of Carya.

Quaternary
In the western central part of the N-obi Plain where subsided under the influence of

the westward tilting through the Quaternary period, total thickness of the Quaternary
formations exceeds 400 meters. Subsurface stratigraphy of the area is shown in Table 1.
The Yatomi and Ama Formations consist of mainly clay and sand or sandy gravel. The Ama
Formation has intercalation of marine clay. The fluvial gravel beds called the Third and
Second gravel beds overlie the both formations, respectively. The equivalents of these strata
can laterally be traced into the fluvial gravel beds called the Karayama, Yagoto, Kamisue
Formations and higher terrace gravels, in the Owari Hills.

Table  1   Summary of stratigraphy and geologic events in the Nagoya-Hokubu district
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The Atsuta Formation was deposited in the inner-bay and its surroundings during the
Last Interglacial and early half of the Last Glacial times. The formation is divided into
lower muds and upper sands in the central part of the N-obi Plain. The upper half of the
upper sands of the formation spreads in the Owari Hills, and constitutes the middle terraces
such as the Atsuta, Taraga and Kagamigahara Terraces.

Deposits of the later half of the Last Glacial are fan gravels in the N-obi Plain and its
surroundings. The gravel beds of this period are the“First Gravel Bed”(in broad sense)
are detected in many drilling data in the N-obi Plain, and the Komaki and Toriimatsu Gravel
Beds are in the Owari Hills. The Komaki and Toriimatsu Gravel Beds constitute the
lower terraces.

The N-obi and Nan’y-o Formations divided by a small-scale unconformity were deposited
during the post glacial transgression. The former is of the latest Pleistocene and the later is
of the Holocene.
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